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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
む
ひ
ば
り
野
運
動
公
園

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
で
し
た
が
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た（
４
月
２
日
撮
影
）

新
た
な
ひ
ば
り
野
運
動
公
園
へ

新
た
な
遊
具
は

　
　
　
難
易
度
高
め
？

新
設
さ
れ
た
屋
外
ト
イ
レ

是
非
皆
さ
ん
も
お
使
い
く
だ
さ
い
！



③ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ②

＜　財　源　構　成　＞

自主財源
27.0％

依存財源
73.0％

【一般会計】

令和５年度当初予算を可決

一般会計　９４億７,４８４万円　前年度比７.７％　６億７,４２９万円　増額

（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

町　税
13億4,841万円

14.2%

自主財源
25億5,668万円
27.0%

依存財源
69億1,816万円
73.0%

地方交付税
42億8,000万円

45.2%

民生費
27億4,177万円

28.9%

総務費
15億3,806万円

16.2%

衛生費
10億8,765万円

11.5%

公債費
10億3,986万円

11.0%

消防費
4億8,706万円

5.1%

教育費
9億9,104万円
10.5%

土木費
9億829万円
9.6%

農林水産業費
4億5,192万円

4.8%

商工費
1億2,768万円

1.3%

議会費
9,541万円
1.0%

その他
610万円
0.1%

国・県支出金
15億5,693万円

16.4%

町債
5億4,280万円

5.7%

地方消費税交付金
3億7,600万円

4.0%

その他交付金
3,317万円
0.3%

繰入金
7億1,402万円

7.5%

諸収入
1億4,740万円

1.6%

寄附金
1億6,000万円

1.7%

使用料及び手数料
6,798万円
0.7%

その他
1億1,887万円

1.3%

地方譲与税
1億2,926万円

1.4%

歳入

歳出

区　　　分

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
浄化槽事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ事業特別会計

予　　算　　額

4億9,603万円
20億4,942万円
24億2,562万円
3億7,475万円
1億4,640万円
5,049万円
1億653万円
892万円
4,158万円

前 年 度 比
増　減　額

1,123万円
△2,823万円
762万円
2,719万円
△5万円
115万円
1,181万円
△648万円
1,313万円

増減率

区　　　分

令和５年度　主な新規事業

予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減率

2.3％
△1.4％
0.3％
7.8％
△0.0％
2.3％
12.5％
△42.1％
46.1％

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

24億8,171万円
27億2,042万円
3億9,995万円
6億4,870万円

△1億2,080万円
△6,774万円
7,121万円
5,460万円

△4.6％
△2.4％
21.7％
9.2％

総務費

●ＤＣ３５１展示施設整備工事費、
車体塗装修繕業務委託料等 4,824万円 50万円●地域イベント開催費補助金

●木村秀政資料展示整備業務委託料 352万円 552万円●戸籍総合システム改修業務委託料

衛生費

●母子健康手帳アプリ運用委託料 37万円 700万円●出産・子育て応援交付金

教育費

●小中学校防犯カメラ購入費 163万円 1,620万円●下水道ストックマネジメント計画
策定業務委託料

下水道事業特別会計

民生費

●倉石温泉改修工事費 1億5,037万円 413万円●医療的ケア児保育支援業務委託料

土木費 消防費

●ひばり野公園施設整備工事費 1億4,039万円 3,544万円●ポンプ自動車購入費

農林水産費 教育費

●産直施設整備測量、基本設計業
務委託料 850万円 902万円●ふれあい市ごのへ改修工事費

増減率増減額予算額区　分

増減率増減額予算額区　分

0.5
94.8
14.3
18.3
△4.1
△19.0
16.7

4.1
△0.2
25.5
6.5
1.6
33.2
4.7

7.7

676
3億4,740
2,000
2,275
△288
△2,797
3億6,606

1億6,800
△326

1億1,020
2,300
202
827

3億823

6億7,429

13億4,841
7億1,402
1億6,000
1億4,740
6,798

1億1,887
25億5,668

42億8,000
15億5,693
5億4,280
3億7,600
1億2,926
3,317

69億1,816

94億7,484

町　税
繰入金
寄附金
諸収入
使用料及び手数料
その他
小計（自主財源）

地方交付税
国・県支出金
町　債
地方消費税交付金
地方譲与税
その他交付金
小計（依存財源）

合　計

歳　　出

歳　　入
前 年 度 比

【特別会計】

【病院事業会計】

6.6
7.1
2.5

△1.6
9.4

　19.7
22.5
6.3
44.9
1.9
1.1
7.7

1億7,020
1億226
2,651

△1,665
8,477

1億4,960
8,935
2,683
3,957
178
7

6億7,429

27億4,177
15億3,806
10億8,765
10億3,986
9億9,104
9億829
4億8,706
4億5,192
1億2,768
9,541
610

94億7,484

民生費
総務費
衛生費
公債費
教育費
土木費
消防費
農林水産業費
商工費
議会費
その他



③ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ②
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令和５年度当初予算を可決
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町　税
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14.2%
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25億5,668万円
27.0%

依存財源
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4.0%

その他交付金
3,317万円
0.3%

繰入金
7億1,402万円

7.5%

諸収入
1億4,740万円

1.6%

寄附金
1億6,000万円

1.7%

使用料及び手数料
6,798万円
0.7%

その他
1億1,887万円

1.3%

地方譲与税
1億2,926万円

1.4%

歳入

歳出

区　　　分

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
浄化槽事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ事業特別会計

予　　算　　額

4億9,603万円
20億4,942万円
24億2,562万円
3億7,475万円
1億4,640万円
5,049万円
1億653万円
892万円
4,158万円

前 年 度 比
増　減　額

1,123万円
△2,823万円
762万円
2,719万円
△5万円
115万円
1,181万円
△648万円
1,313万円

増減率

区　　　分

令和５年度　主な新規事業

予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減率

2.3％
△1.4％
0.3％
7.8％
△0.0％
2.3％
12.5％
△42.1％
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総務費

●ＤＣ３５１展示施設整備工事費、
車体塗装修繕業務委託料等 4,824万円 50万円●地域イベント開催費補助金

●木村秀政資料展示整備業務委託料 352万円 552万円●戸籍総合システム改修業務委託料

衛生費

●母子健康手帳アプリ運用委託料 37万円 700万円●出産・子育て応援交付金

教育費

●小中学校防犯カメラ購入費 163万円 1,620万円●下水道ストックマネジメント計画
策定業務委託料

下水道事業特別会計

民生費

●倉石温泉改修工事費 1億5,037万円 413万円●医療的ケア児保育支援業務委託料

土木費 消防費

●ひばり野公園施設整備工事費 1億4,039万円 3,544万円●ポンプ自動車購入費

農林水産費 教育費

●産直施設整備測量、基本設計業
務委託料 850万円 902万円●ふれあい市ごのへ改修工事費

増減率増減額予算額区　分

増減率増減額予算額区　分

0.5
94.8
14.3
18.3
△4.1
△19.0
16.7

4.1
△0.2
25.5
6.5
1.6
33.2
4.7

7.7

676
3億4,740
2,000
2,275
△288
△2,797
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1億6,800
△326

1億1,020
2,300
202
827

3億823

6億7,429
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7億1,402
1億6,000
1億4,740
6,798

1億1,887
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42億8,000
15億5,693
5億4,280
3億7,600
1億2,926
3,317

69億1,816

94億7,484
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諸収入
使用料及び手数料
その他
小計（自主財源）
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国・県支出金
町　債
地方消費税交付金
地方譲与税
その他交付金
小計（依存財源）

合　計

歳　　出

歳　　入
前 年 度 比

【特別会計】

【病院事業会計】

6.6
7.1
2.5

△1.6
9.4

　19.7
22.5
6.3
44.9
1.9
1.1
7.7

1億7,020
1億226
2,651

△1,665
8,477
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8,935
2,683
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178
7

6億7,429
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15億3,806
10億8,765
10億3,986
9億9,104
9億829
4億8,706
4億5,192
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9,541
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⑤ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ④

問
大
沢
義
之
委
員

　
新
年
度
に
も
譲
与
の
あ
る

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、

現
在
の
積
立
額
と
、
そ
の
使

い
道
は
。

答
川
村
財
政
課
長

　当
初
予
算
取
り
崩
し
後
の

積
立
は
３
６
７
５
万
９
千

円
。

答
三
浦
農
林
課
長
補
佐

　使
い
道
は
、
町
有
林
や
作

業
道
の
整
備
、
下
刈
り
の
実

施
等
。
使
途
の
規
定
は
あ
る

が
、
よ
り
広
く
活
用
で
き
る

や
り
方
を
模
索
し
た
い
。

通
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
、
町
に
よ
る
ポ
イ
ン

ト
状
況
の
一
元
管
理
で
事
業

効
果
の
検
証
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
健
康
意
識
の
向
上
推

進
の
項
目
も
含
ん
で
い
る
。

景
品
に
つ
い
て
は
、
う
ま
っ
こ

商
品
券
や
、
町
内
の
飲
食
店

商
品
券
な
ど
を
準
備
予
定
。

問
尾
形
裕
之
委
員

　
地
域
格
差
是
正
を
目
的
と

し
て
い
る
の
に
景
品
が
う
ま
っ

こ
商
品
券
で
は
矛
盾
し
て
い

る
。
健
診
に
行
き
た
く
な
る

よ
う
な
や
り
方
を
考
え
て
ほ

し
い
し
、
理
解
で
き
る
よ
う

な
説
明
の
場
を
あ
ら
た
め
て

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
若
宮
町
長

　町
民
の
皆
様
が
分
か
り
や

す
い
制
度
を
検
討
し
、
再
度

議
会
に
も
説
明
し
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
三
浦
農
林
課
長
補
佐

　捕
獲
報
償
金
は
、
猟
友
会

の
有
害
鳥
獣
へ
の
対
処
に
対

し
て
支
給
す
る
も
の
。
大
型

鳥
獣
を
仕
留
め
た
場
合
１
頭

１
万
円
。
小
型
鳥
獣
は
仕
留

め
た
も
の
と
一
般
の
方
か
ら

の
処
分
依
頼
分
に
つ
い
て
１

頭
５
千
円
。
免
許
取
得
経
費

補
助
金
は
、
担
い
手
確
保
を

目
的
に
、
新
規
で
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
人
に
補
助
す
る

も
の
。
取
得
経
費
の
増
額
に

合
わ
せ
て
４
年
度
よ
り
増
額

し
て
計
上
し
た
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
年
々
有
害
鳥
獣
の
数
が
増

え
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
の
加
工

施
設
に
つ
い
て
、
五
戸
町
単

独
で
は
難
し
い
が
、
八
戸
圏

域
で
事
業
を
起
こ
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
若
宮
町
長

　ご
の
へ
三
大
肉
に
、
更
に

ジ
ビ
エ
が
加
わ
る
の
は
魅
力

的
。
有
害
鳥
獣
対
策
と
併
せ

て
そ
の
肉
の
消
費
に
つ
い
て

も
圏
域
で
一
体
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　空
き
家
等
に
関
す
る
対
策

に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
調
査
業
務
。
内
訳

は
実
態
調
査
業
務
約
７
３
１

万
３
千
円
と
空
き
家
等
デ
ー

タ
策
定
業
務
41
万
９
千
円
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
始
め

た
際
の
調
査
デ
ー
タ
も
活
用

し
た
上
で
、
自
治
会
長
さ
ん

等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現

地
調
査
も
実
施
し
、
現
状
の

デ
ー
タ
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
対
策
計
画
自
体
の
策

定
業
務
に
つ
い
て
は
、
補
助

事
業
対
象
外
の
た
め
今
回
の

委
託
業
務
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
適
用
で
き
る
補
助
事
業

を
探
し
て
５
年
度
か
６
年
度

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
こ
の
工
事
の
内
容
は
。
ど

の
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ
る

も
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

 

こ
れ
は
突
発
事
故
を
想
定

し
て
計
上
し
て
い
る
も
の
。

現
在
町
内
マ
ン
ホ
ー
ル
の
長

寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
お
り
、
補
助
事
業

を
活
用
し
て
定
期
的
な
更
新

工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
だ

が
、
そ
の
計
画
策
定
前
に
壊

れ
た
場
合
に
当
該
予
算
に
て

修
繕
工
事
を
行
う
こ
と
と
な

る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
ど
の
よ
う
な
工
事
に
充
て

ら
れ
る
も
の
か
。
ま
た
、
水

道
管
の
修
繕
を
行
う
指
標

や
、
耐
震
化
は
い
か
が
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　今
回
計
上
し
た
も
の
は
、

倉
石
地
区
の
国
道
に
入
っ
て

い
る
水
道
管
の
改
修
工
事
、

手
倉
橋
浄
水
場
の
排
水
流
量

計
の
取
替
工
事
、
荷
軽
井
浄

水
場
の
送
水
ポ
ン
プ
取
替
工

事
、
及
び
中
市
浄
水
場
の
残

留
塩
素
計
設
置
工
事
。
一
つ

目
の
水
道
管
工
事
に
つ
い
て

は
、
昨
年
に
同
国
道
で
漏
水

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
今

後
漏
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
区

間
を
改
修
し
、
耐
震
化
も
行

う
も
の
。
た
だ
、
町
単
独
で

の
工
事
は
国
か
ら
の
補
助
が

少
な
い
た
め
、
水
道
管
に
つ

い
て
は
三
八
地
区
の
水
道
の

広
域
連
携
を
見
据
え
な
が
ら

取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
と
考

え
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

 

今
後
次
々
と
漏
水
等
の
不

具
合
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
広
域
連
携
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
し
て
い
け
る
見
通

し
は
立
ち
つ
つ
あ
る
も
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

 

４
年
度
に
は
検
討
部
会
２

回
と
、
分
科
会
は
毎
月
１
回

ほ
ど
開
か
れ
て
お
り
、
主
に

各
企
業
体
の
施
設
状
況
の
確

認
を
し
て
き
た
。
今
後
広
域

連
携
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
ど
う
い
う
広
域
連
携

が
で
き
る
か
ま
だ
分
か
ら
な

い
が
、
議
会
に
も
説
明
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問
川
﨑
七
洋
委
員

　
何
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
。
高
校
は
な
く
な
っ
た
が
、

五
戸
に
住
む
高
校
生
が
組
ん

で
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　八
戸
地
域
連
携
中
枢
都
市

圏
事
業
の
一
環
で
、
圏
域
の

高
校
生
で
構
成
す
る
グ
ル
ー

プ
の
地
域
振
興
・
貢
献
活
動

を
支
援
す
る
も
の
。
４
年
度

は
高
校
単
位
の
団
体
５
つ
が

採
択
さ
れ
た
が
、
五
戸
町
出

身
の
高
校
生
グ
ル
ー
プ
で
の

取
組
は
今
後
の
担
当
課
長
会

議
で
提
案
し
て
い
き
た
い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
委
託
料
の
内
訳
は
。
ま
た
、

町
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
の
塗
装
作
業
の
時
期
は
。

答
小
村
政
策
調
整
室
長

　塗
装
の
養
生
、
ケ
レ
ン
作

業
、
サ
ビ
止
め
の
塗
装
下
塗

り
に
約
40
万
円
。
シ
リ
コ
ン

樹
脂
の
中
塗
り
・
上
塗
り
に

約
90
万
円
。
イ
ベ
ン
ト
の
安

全
確
保
の
た
め
の
足
場
代
約

23
万
円
。
合
計
す
る
と
約
１

５
４
万
円
と
な
る
。
イ
ベ
ン

ト
時
期
は
、
梅
雨
・
台
風
を

避
け
る
た
め
、
早
け
れ
ば

５
〜
６
月
、
ま
た
は
10
月

後
半
を
考
え
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
内
容
と
活
動
場
所
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　当
組
織
は
、
子
ど
も
を
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

有
志
の
子
育
て
団
体
で
、
子

育
て
を
す
る
保
護
者
等
の
交

流
や
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
七
夕
ま
つ
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
ひ
な
祭
り
等
を
例

年
計
画
し
て
い
る
。
五
戸
町

内
全
域
を
参
加
対
象
と
し
、

町
立
公
民
館
で
実
施
し
て
い

る
。

問
尾
形
裕
之
委
員

　
健
診
で
の
う
ま
っ
こ
ポ
イ

ン
ト
付
与
を
廃
止
し
て
新
し

い
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
取
組

を
始
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

変
更
の
目
的
と
新
し
い
内
容

は
。

答
赤
坂
健
康
増
進
課
長

　生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る

死
亡
者
が
多
い
中
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
健

康
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
る

た
め
、
多
く
の
人
に
特
定
健

診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
。
従
来

の
う
ま
っ
こ
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
受
診
勧
奨
で
は
、

・
付
与
者
を
担
当
課
が
把
握

で
き
ず
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
が
ど
れ
だ
け
受
診
率

向
上
に
影
響
し
た
の
か
と

い
う
検
証
が
困
難

・
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
し
や
す

さ
に
地
域
差
が
あ
る（
利

用
可
能
店
舗
と
の
遠
近
）

と
い
う
課
題
が
見
え
て
き
た

た
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
も

の
。
企
画
中
の
取
組
は
、

・
役
場
、
支
所
、
公
民
館
等

に
て
申
請
、
専
用
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

・
健
診
受
診
、
健
康
目
標
の

設
定
・
達
成
、
健
康
教
室

の
参
加
等
に
て
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る

・
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
た
景
品

が
も
ら
え
る

と
い
う
も
の
。
全
町
民
が
共

予
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 中川原　賢治 委員長

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

©東京ハイジ/五戸町

住民参加型の塗装イベントが行われる
予定のＤＣ３５１

増加する有害鳥獣を産業として生かす自治体もある
（写真は北海道浦臼町への視察）

子育て世帯の交流の場を企画する
（開催情報は広報やケーブルテレビにて）

下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
出

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
出

令和５年度当初予算を審議
　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：中川原賢治議員、副委員長：三浦俊哉議員）を設置
し、令和５年度の一般会計予算、各特別会計予算及び病院事業会計予算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金
・

狩
猟
免
許
取
得
経
費
補
助
金

空
き
家
対
策
計
画
策
定

業
務
委
託
料

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

修
繕
工
事
費

水
道
施
設
維
持
管
理

修
繕
工
事
費

森
林
環
境
譲
与
税

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

【
衛
生
費
】

高
校
生
地
域
づ
く
り
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
負
担
金

Ｄ
Ｃ
３
５
１
車
体
塗
装

修
繕
業
務
委
託
料

子
育
て
メ
イ
ト
組
織

活
動
支
援
事
業
補
助
金

新
規
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
関
係
費

【
土
木
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

健康教育や健診受診率向上を目指す
プロジェクトを計画中
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問
大
沢
義
之
委
員

　
新
年
度
に
も
譲
与
の
あ
る

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
、

現
在
の
積
立
額
と
、
そ
の
使

い
道
は
。

答
川
村
財
政
課
長

　当
初
予
算
取
り
崩
し
後
の

積
立
は
３
６
７
５
万
９
千

円
。

答
三
浦
農
林
課
長
補
佐

　使
い
道
は
、
町
有
林
や
作

業
道
の
整
備
、
下
刈
り
の
実

施
等
。
使
途
の
規
定
は
あ
る

が
、
よ
り
広
く
活
用
で
き
る

や
り
方
を
模
索
し
た
い
。

通
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
、
町
に
よ
る
ポ
イ
ン

ト
状
況
の
一
元
管
理
で
事
業

効
果
の
検
証
が
可
能
と
な
る

ほ
か
、
健
康
意
識
の
向
上
推

進
の
項
目
も
含
ん
で
い
る
。

景
品
に
つ
い
て
は
、
う
ま
っ
こ

商
品
券
や
、
町
内
の
飲
食
店

商
品
券
な
ど
を
準
備
予
定
。

問
尾
形
裕
之
委
員

　
地
域
格
差
是
正
を
目
的
と

し
て
い
る
の
に
景
品
が
う
ま
っ

こ
商
品
券
で
は
矛
盾
し
て
い

る
。
健
診
に
行
き
た
く
な
る

よ
う
な
や
り
方
を
考
え
て
ほ

し
い
し
、
理
解
で
き
る
よ
う

な
説
明
の
場
を
あ
ら
た
め
て

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
若
宮
町
長

　町
民
の
皆
様
が
分
か
り
や

す
い
制
度
を
検
討
し
、
再
度

議
会
に
も
説
明
し
た
い
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
。

答
三
浦
農
林
課
長
補
佐

　捕
獲
報
償
金
は
、
猟
友
会

の
有
害
鳥
獣
へ
の
対
処
に
対

し
て
支
給
す
る
も
の
。
大
型

鳥
獣
を
仕
留
め
た
場
合
１
頭

１
万
円
。
小
型
鳥
獣
は
仕
留

め
た
も
の
と
一
般
の
方
か
ら

の
処
分
依
頼
分
に
つ
い
て
１

頭
５
千
円
。
免
許
取
得
経
費

補
助
金
は
、
担
い
手
確
保
を

目
的
に
、
新
規
で
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
人
に
補
助
す
る

も
の
。
取
得
経
費
の
増
額
に

合
わ
せ
て
４
年
度
よ
り
増
額

し
て
計
上
し
た
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
年
々
有
害
鳥
獣
の
数
が
増

え
て
い
る
。
ジ
ビ
エ
の
加
工

施
設
に
つ
い
て
、
五
戸
町
単

独
で
は
難
し
い
が
、
八
戸
圏

域
で
事
業
を
起
こ
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
若
宮
町
長

　ご
の
へ
三
大
肉
に
、
更
に

ジ
ビ
エ
が
加
わ
る
の
は
魅
力

的
。
有
害
鳥
獣
対
策
と
併
せ

て
そ
の
肉
の
消
費
に
つ
い
て

も
圏
域
で
一
体
感
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
こ
の
委
託
料
の
内
容
は
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　空
き
家
等
に
関
す
る
対
策

に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
調
査
業
務
。
内
訳

は
実
態
調
査
業
務
約
７
３
１

万
３
千
円
と
空
き
家
等
デ
ー

タ
策
定
業
務
41
万
９
千
円
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
始
め

た
際
の
調
査
デ
ー
タ
も
活
用

し
た
上
で
、
自
治
会
長
さ
ん

等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現

地
調
査
も
実
施
し
、
現
状
の

デ
ー
タ
を
策
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
対
策
計
画
自
体
の
策

定
業
務
に
つ
い
て
は
、
補
助

事
業
対
象
外
の
た
め
今
回
の

委
託
業
務
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
適
用
で
き
る
補
助
事
業

を
探
し
て
５
年
度
か
６
年
度

に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
川
村
浩
昭
委
員

　
こ
の
工
事
の
内
容
は
。
ど

の
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ
る

も
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

 

こ
れ
は
突
発
事
故
を
想
定

し
て
計
上
し
て
い
る
も
の
。

現
在
町
内
マ
ン
ホ
ー
ル
の
長

寿
命
化
修
繕
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
お
り
、
補
助
事
業

を
活
用
し
て
定
期
的
な
更
新

工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
だ

が
、
そ
の
計
画
策
定
前
に
壊

れ
た
場
合
に
当
該
予
算
に
て

修
繕
工
事
を
行
う
こ
と
と
な

る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

　
ど
の
よ
う
な
工
事
に
充
て

ら
れ
る
も
の
か
。
ま
た
、
水

道
管
の
修
繕
を
行
う
指
標

や
、
耐
震
化
は
い
か
が
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

　今
回
計
上
し
た
も
の
は
、

倉
石
地
区
の
国
道
に
入
っ
て

い
る
水
道
管
の
改
修
工
事
、

手
倉
橋
浄
水
場
の
排
水
流
量

計
の
取
替
工
事
、
荷
軽
井
浄

水
場
の
送
水
ポ
ン
プ
取
替
工

事
、
及
び
中
市
浄
水
場
の
残

留
塩
素
計
設
置
工
事
。
一
つ

目
の
水
道
管
工
事
に
つ
い
て

は
、
昨
年
に
同
国
道
で
漏
水

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
今

後
漏
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
区

間
を
改
修
し
、
耐
震
化
も
行

う
も
の
。
た
だ
、
町
単
独
で

の
工
事
は
国
か
ら
の
補
助
が

少
な
い
た
め
、
水
道
管
に
つ

い
て
は
三
八
地
区
の
水
道
の

広
域
連
携
を
見
据
え
な
が
ら

取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
と
考

え
る
。

問
鈴
木
隆
也
委
員

 

今
後
次
々
と
漏
水
等
の
不

具
合
が
生
じ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
広
域
連
携
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
し
て
い
け
る
見
通

し
は
立
ち
つ
つ
あ
る
も
の
か
。

答
高
谷
都
市
計
画
課
長

 

４
年
度
に
は
検
討
部
会
２

回
と
、
分
科
会
は
毎
月
１
回

ほ
ど
開
か
れ
て
お
り
、
主
に

各
企
業
体
の
施
設
状
況
の
確

認
を
し
て
き
た
。
今
後
広
域

連
携
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
る
と
思
う

の
で
、
ど
う
い
う
広
域
連
携

が
で
き
る
か
ま
だ
分
か
ら
な

い
が
、
議
会
に
も
説
明
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
問
川
﨑
七
洋
委
員

　
何
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
。
高
校
は
な
く
な
っ
た
が
、

五
戸
に
住
む
高
校
生
が
組
ん

で
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
。

答
手
倉
森
総
合
政
策
課
長

　八
戸
地
域
連
携
中
枢
都
市

圏
事
業
の
一
環
で
、
圏
域
の

高
校
生
で
構
成
す
る
グ
ル
ー

プ
の
地
域
振
興
・
貢
献
活
動

を
支
援
す
る
も
の
。
４
年
度

は
高
校
単
位
の
団
体
５
つ
が

採
択
さ
れ
た
が
、
五
戸
町
出

身
の
高
校
生
グ
ル
ー
プ
で
の

取
組
は
今
後
の
担
当
課
長
会

議
で
提
案
し
て
い
き
た
い
。

問
豊
田
孝
夫
委
員

　
委
託
料
の
内
訳
は
。
ま
た
、

町
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
の
塗
装
作
業
の
時
期
は
。

答
小
村
政
策
調
整
室
長

　塗
装
の
養
生
、
ケ
レ
ン
作

業
、
サ
ビ
止
め
の
塗
装
下
塗

り
に
約
40
万
円
。
シ
リ
コ
ン

樹
脂
の
中
塗
り
・
上
塗
り
に

約
90
万
円
。
イ
ベ
ン
ト
の
安

全
確
保
の
た
め
の
足
場
代
約

23
万
円
。
合
計
す
る
と
約
１

５
４
万
円
と
な
る
。
イ
ベ
ン

ト
時
期
は
、
梅
雨
・
台
風
を

避
け
る
た
め
、
早
け
れ
ば

５
〜
６
月
、
ま
た
は
10
月

後
半
を
考
え
て
い
る
。

問
川
﨑
七
洋
委
員

　
内
容
と
活
動
場
所
は
。

答
志
村
福
祉
課
長

　当
組
織
は
、
子
ど
も
を
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

有
志
の
子
育
て
団
体
で
、
子

育
て
を
す
る
保
護
者
等
の
交

流
や
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
七
夕
ま
つ
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
ひ
な
祭
り
等
を
例

年
計
画
し
て
い
る
。
五
戸
町

内
全
域
を
参
加
対
象
と
し
、

町
立
公
民
館
で
実
施
し
て
い

る
。

問
尾
形
裕
之
委
員

　
健
診
で
の
う
ま
っ
こ
ポ
イ

ン
ト
付
与
を
廃
止
し
て
新
し

い
健
康
ポ
イ
ン
ト
の
取
組

を
始
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

変
更
の
目
的
と
新
し
い
内
容

は
。

答
赤
坂
健
康
増
進
課
長

　生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る

死
亡
者
が
多
い
中
、
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
健

康
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ
る

た
め
、
多
く
の
人
に
特
定
健

診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
。
従
来

の
う
ま
っ
こ
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
す
る
受
診
勧
奨
で
は
、

・
付
与
者
を
担
当
課
が
把
握

で
き
ず
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
が
ど
れ
だ
け
受
診
率

向
上
に
影
響
し
た
の
か
と

い
う
検
証
が
困
難

・
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
し
や
す

さ
に
地
域
差
が
あ
る（
利

用
可
能
店
舗
と
の
遠
近
）

と
い
う
課
題
が
見
え
て
き
た

た
め
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
も

の
。
企
画
中
の
取
組
は
、

・
役
場
、
支
所
、
公
民
館
等

に
て
申
請
、
専
用
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
受
け
取
る

・
健
診
受
診
、
健
康
目
標
の

設
定
・
達
成
、
健
康
教
室

の
参
加
等
に
て
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る

・
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
た
景
品

が
も
ら
え
る

と
い
う
も
の
。
全
町
民
が
共

予
算
に
対
す
る

主
な
質
疑

議事進行する 中川原　賢治 委員長

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

©東京ハイジ/五戸町

住民参加型の塗装イベントが行われる
予定のＤＣ３５１

増加する有害鳥獣を産業として生かす自治体もある
（写真は北海道浦臼町への視察）

子育て世帯の交流の場を企画する
（開催情報は広報やケーブルテレビにて）

下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
出

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
出

令和５年度当初予算を審議
　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：中川原賢治議員、副委員長：三浦俊哉議員）を設置
し、令和５年度の一般会計予算、各特別会計予算及び病院事業会計予算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨
金
・

狩
猟
免
許
取
得
経
費
補
助
金

空
き
家
対
策
計
画
策
定

業
務
委
託
料

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

修
繕
工
事
費

水
道
施
設
維
持
管
理

修
繕
工
事
費

森
林
環
境
譲
与
税

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

【
衛
生
費
】

高
校
生
地
域
づ
く
り
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
負
担
金

Ｄ
Ｃ
３
５
１
車
体
塗
装

修
繕
業
務
委
託
料

子
育
て
メ
イ
ト
組
織

活
動
支
援
事
業
補
助
金

新
規
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
関
係
費

【
土
木
費
】

【
農
林
水
産
業
費
】

健康教育や健診受診率向上を目指す
プロジェクトを計画中



⑦ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ⑥

❶
ひ
ば
り
野
公
園
ト
イ
レ
新

築
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

６
０
５
７
万
７
千
円

（
１
７
７
万
１
千
円
の
増
）

❷
町
道
筒
口
川
原
姥
堤
線
で

発
生
し
た
道
路
の
舗
装
劣

化
に
よ
る
車
両
物
損
事
故

の
損
害
賠
償
請
求
に
関
す

る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定

・
損
害
賠
償
額

２
万
２
９
２
７
円

　
（
町
過
失
割
合
30
％
）

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と

な
る
団
体
と
期
間

○
団
体
の
名
称

　
医
療
法
人
　
仁
泉
会

○
指
定
の
期
間

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

❶
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

【
内
容
】

・
構
成
団
体
へ
の
八
戸
市
の

加
入
、
及
び
滞
納
整
理
に

関
す
る
共
同
処
理
事
務
に

八
戸
市
・
十
和
田
市
を
加

え
る
こ
と
に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

❷
五
戸
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例

【
内
容
❶
、
❷
】

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の

　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
の
４
年
間

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

７
７
３
８
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
１
０
１
億
５
２
６
８
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金

１
１
５
０
万
円

・
五
戸
町
公
衆
浴
場
・
宿
泊

業
者
等
事
業
継
続
支
援
金

５
１
０
万
円

・
除
雪
作
業
業
務
委
託
料

４
０
０
０
万
円

❷
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

６
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
１
５
８
９
万
６
千
円

❸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

48
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
９
８
８
万
円

❹
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

〇
収
益
的
収
入

５
１
８
０
万
５
千
円
増
の

26
億
５
７
８
２
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
入
院
患
者
病
床
確
保

事
業
費
補
助
金

〇
収
益
的
支
出

１
５
８
４
万
円
増
の
　

28
億
９
６
６
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
医
師
紹
介
業
務
委
託
料

全
員
賛
成
で
可
決

倉石中市にある五戸町デイサービス
センター

議決件数　５件

原案可決

５　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第29回　令和５年１月　臨時会
１月27日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　34件

原案可決

34　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第30回　令和５年３月　定例会
３月７日から３月15日までの９日間の会期で定例会が開催されました。

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
提
出
案
件

報
告
　
２
件

町
長
提
出
案
件

協
議
　
１
件

議
会
提
出
案
件

条
例
の
制
定
　
１
件

条
例
の
制
定
　
２
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
12
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
４
件

審
議
の
結
果

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
情
報
公
開
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
当
該
条
例
に
規
定
す
る
不

開
示
情
報
に
つ
い
て
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
に
お
け
る
不
開
示
情

報
と
の
整
合
を
図
る
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
宿
直
勤
務
を
行
う
職
員
の

処
遇
改
善
を
図
る
も
の

❸
五
戸
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
【
内
容
】

・
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
改
正
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

料
表
を
改
め
る
も
の

❹
木
村
秀
政
教
育
振
興
基
金

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
高
校
の
閉
校
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❺
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
認
可
地
縁
団
体
の
う
ち
、

収
益
事
業
を
行
わ
な
い
も

の
を
法
人
町
民
税
の
減
免

対
象
と
す
る
も
の

❻
督
促
手
数
料
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理

【
内
容
】

・
町
の
歳
入
に
係
る
督
促
手

数
料
を
廃
止
す
る
に
当
た

り
、
関
係
条
例
に
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

❼
五
戸
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
一
部
改
正

❽
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

❾
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正


五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容（
❼
〜

）】

・
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の


五
戸
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
町
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
要
件
を

変
更
す
る
に
当
た
り
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の


五
戸
町
奨
学
資
金
貸
与
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
奨
学
資
金
の
償
還
に
つ
い

て
、
障
が
い
に
よ
る
労
働

能
力
喪
失
に
お
け
る
償
還

義
務
免
除
規
程
、
及
び
高

等
学
校
等
で
貸
与
を
受
け

た
者
が
、
就
学
終
了
後
一

定
期
間
、
町
内
に
住
み
生

計
を
営
ん
だ
場
合
の
償
還

金
一
部
減
免
規
程
を
加
え

る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
億
６
０
９
９
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

99
億
９
１
６
９
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

設
計
業
務
委
託
料

５
９
８
万
４
千
円

他
、
減
額
は
お
お
む
ね
各
事

業
費
の
精
査
に
よ
る
も
の

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）31万

１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
７
１
０
万
７
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
０
５
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
１
３
８
４
万
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
２
２
６
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
３
５
０
１
万
１
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
０
３
７
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
３
７
４
６
万
２
千
円

❻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
32
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

９
５
８
６
万
７
千
円

❼
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

○
収
益
的
収
入

４
７
７
１
万
４
千
円
増
の

27
億
５
５
３
万
８
千
円

○
収
益
的
支
出

９
２
２
０
万
８
千
円
減
の

27
億
１
７
４
５
万
７
千
円

○
資
本
的
収
入

２
５
８
０
万
円
減
の

３
億
７
１
５
８
万
２
千
円

○
資
本
的
支
出

　
３
５
４
２
万
３
千
円
減
の

５
億
８
２
２
８
万
３
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
予
算

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
予
算

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
予
算


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
予
算


病
院
事
業
会
計
予
算

（
詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ
）

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例

【
内
容
】

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
議
会
保
有
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
７
件

令
和
５
年
度
当
初
予
算
　
11
件



⑦ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ⑥

❶
ひ
ば
り
野
公
園
ト
イ
レ
新

築
工
事
請
負
契
約
の
一
部

変
更

【
内
容
】

・
一
部
設
計
内
容
に
変
更
が

生
じ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

・
変
更
後
の
契
約
額

６
０
５
７
万
７
千
円

（
１
７
７
万
１
千
円
の
増
）

❷
町
道
筒
口
川
原
姥
堤
線
で

発
生
し
た
道
路
の
舗
装
劣

化
に
よ
る
車
両
物
損
事
故

の
損
害
賠
償
請
求
に
関
す

る
和
解
及
び
損
害
賠
償
の

額
の
決
定

・
損
害
賠
償
額

２
万
２
９
２
７
円

　
（
町
過
失
割
合
30
％
）

（
報
告
は
採
決
し
ま
せ
ん
）

❶
五
戸
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と

な
る
団
体
と
期
間

○
団
体
の
名
称

　
医
療
法
人
　
仁
泉
会

○
指
定
の
期
間

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

❶
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
の
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

【
内
容
】

・
構
成
団
体
へ
の
八
戸
市
の

加
入
、
及
び
滞
納
整
理
に

関
す
る
共
同
処
理
事
務
に

八
戸
市
・
十
和
田
市
を
加

え
る
こ
と
に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

❷
五
戸
町
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
審
査
会
条
例

【
内
容
❶
、
❷
】

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の

　
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
の
４
年
間

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

７
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

７
７
３
８
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

　
１
０
１
億
５
２
６
８
万
２
千
円

【
主
な
内
容
】

・
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金

１
１
５
０
万
円

・
五
戸
町
公
衆
浴
場
・
宿
泊

業
者
等
事
業
継
続
支
援
金

５
１
０
万
円

・
除
雪
作
業
業
務
委
託
料

４
０
０
０
万
円

❷
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

６
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
１
５
８
９
万
６
千
円

❸
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

48
万
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

２
９
８
８
万
円

❹
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
５
号
）

〇
収
益
的
収
入

５
１
８
０
万
５
千
円
増
の

26
億
５
７
８
２
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
入
院
患
者
病
床
確
保

事
業
費
補
助
金

〇
収
益
的
支
出

１
５
８
４
万
円
増
の
　

28
億
９
６
６
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
医
師
紹
介
業
務
委
託
料

全
員
賛
成
で
可
決

倉石中市にある五戸町デイサービス
センター

議決件数　５件

原案可決

５　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第29回　令和５年１月　臨時会
１月27日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　34件

原案可決

34　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第30回　令和５年３月　定例会
３月７日から３月15日までの９日間の会期で定例会が開催されました。

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

町
長
提
出
案
件

報
告
　
２
件

町
長
提
出
案
件

協
議
　
１
件

議
会
提
出
案
件

条
例
の
制
定
　
１
件

条
例
の
制
定
　
２
件

指
定
管
理
者
の
指
定
　
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
12
件

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
４
件

審
議
の
結
果

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
情
報
公
開
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
当
該
条
例
に
規
定
す
る
不

開
示
情
報
に
つ
い
て
、
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
に
お
け
る
不
開
示
情

報
と
の
整
合
を
図
る
も
の

❷
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
宿
直
勤
務
を
行
う
職
員
の

処
遇
改
善
を
図
る
も
の

❸
五
戸
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
【
内
容
】

・
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
改
正
に
伴
い
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

料
表
を
改
め
る
も
の

❹
木
村
秀
政
教
育
振
興
基
金

条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
五
戸
高
校
の
閉
校
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

❺
五
戸
町
町
税
条
例
の
一
部

改
正

【
内
容
】

・
認
可
地
縁
団
体
の
う
ち
、

収
益
事
業
を
行
わ
な
い
も

の
を
法
人
町
民
税
の
減
免

対
象
と
す
る
も
の

❻
督
促
手
数
料
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理

【
内
容
】

・
町
の
歳
入
に
係
る
督
促
手

数
料
を
廃
止
す
る
に
当
た

り
、
関
係
条
例
に
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

❼
五
戸
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
一
部
改
正

❽
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

❾
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正


五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容（
❼
〜

）】

・
関
係
法
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の


五
戸
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
】

・
町
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ

と
が
で
き
る
者
の
要
件
を

変
更
す
る
に
当
た
り
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の


五
戸
町
奨
学
資
金
貸
与
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
奨
学
資
金
の
償
還
に
つ
い

て
、
障
が
い
に
よ
る
労
働

能
力
喪
失
に
お
け
る
償
還

義
務
免
除
規
程
、
及
び
高

等
学
校
等
で
貸
与
を
受
け

た
者
が
、
就
学
終
了
後
一

定
期
間
、
町
内
に
住
み
生

計
を
営
ん
だ
場
合
の
償
還

金
一
部
減
免
規
程
を
加
え

る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
億
６
０
９
９
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

99
億
９
１
６
９
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
ひ
ば
り
野
公
園
施
設
整
備

設
計
業
務
委
託
料

５
９
８
万
４
千
円

他
、
減
額
は
お
お
む
ね
各
事

業
費
の
精
査
に
よ
る
も
の

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）31万

１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
７
１
０
万
７
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
０
５
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
１
３
８
４
万
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
２
２
６
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

24
億
３
５
０
１
万
１
千
円

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
０
３
７
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
億
３
７
４
６
万
２
千
円

❻
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
32
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

９
５
８
６
万
７
千
円

❼
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

○
収
益
的
収
入

４
７
７
１
万
４
千
円
増
の

27
億
５
５
３
万
８
千
円

○
収
益
的
支
出

９
２
２
０
万
８
千
円
減
の

27
億
１
７
４
５
万
７
千
円

○
資
本
的
収
入

２
５
８
０
万
円
減
の

３
億
７
１
５
８
万
２
千
円

○
資
本
的
支
出

　
３
５
４
２
万
３
千
円
減
の

５
億
８
２
２
８
万
３
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
一
般
会
計
予
算

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

❺
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

❻
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
予
算

❼
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

❽
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

❾
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
予
算


ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
予
算


病
院
事
業
会
計
予
算

（
詳
細
は
２
〜
３
ペ
ー
ジ
、

審
議
内
容
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ
）

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例

【
内
容
】

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
議
会
保
有
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

審
議
の
結
果

令
和
４
年
度
補
正
予
算
　
７
件

令
和
５
年
度
当
初
予
算
　
11
件
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ク
ラ
ッ
ク

　ひ
び
割
れ
。
基
礎
の

ク
ラ
ッ
ク
は
雨
水
に
よ

る
鉄
筋
の
サ
ビ
や
、
強

度
低
下
に
よ
る
地
盤
沈

下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

タ
イ
ヤ
ボ
イ
ラ
ー

　使
用
済
み
の
廃
タ
イ

ヤ
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
。
化
石
燃
料
の
消

費
量
を
削
減
し
、
燃
料

費
も
重
油
ボ
イ
ラ
ー
の

約
１
／
４
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

カ
ラ
ン

　水
道
の
蛇
口
。

ア
ス
ベ
ス
ト

　石
綿
。
昔
の
建
物
等

に
断
熱
材
等
と
し
て
用

い
ら
れ
た
が
、
飛
散
し

た
粉
塵
を
吸
引
す
る
と

長
い
年
月
を
経
て
肺
の

疾
病
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
、
現
在
使
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

封
じ
込
め
る
な
ど
の
対

応
工
事
を
要
す
る
。

　旧
又
重
小
学
校
跡
地
利
用

計
画
内
容
に
つ
い
て
。

　公
募
・
審
査
に
よ
っ
て
東

北
医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合

を
選
定
し
、
使
用
貸
借
契
約

を
締
結
し
て
い
る
。

　利
活
用
の
提
案
内
容
に
つ

い
て
は
一
つ
目
と
し
て
、
東

北
医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合

施
設
へ
総
菜
原
料
の
提
供
、

流
動
食
及
び
介
護
食
の
食
品

工
場
と
し
て
の
活
用
が
あ
る
。

　二
つ
目
と
し
て
、
機
能
性

に
優
れ
た
野
菜
、
地
元
野
菜

を
使
用
し
た
野
菜
パ
ウ
ダ
ー

の
研
究
。
少
量
で
高
栄
養
な

食
品
を
開
発
す
る
、
食
品
研

究
所
と
し
て
活
用
。

　三
つ
目
と
し
て
は
、
研
究

販
売
用
の
野
菜
畑
と
し
て
の

活
用
が
あ
る
。

　ま
た
、
地
元
の
人
材
を
積

極
的
に
雇
用
す
る
こ
と
や
、

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
促

進
す
る
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

　倉
石
温
泉
再
開
と
と
も
に

利
活
用
す
る
提
案
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
将
来
的
に
は
旧

又
重
小
学
校
付
近
一
帯
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
た
だ
き
、
倉
石
地

域
、
そ
し
て
五
戸
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
町
と
し
て
協
力
で
き
る

も
の
は
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　倉
石
温
泉
再
開
に
係
る
改

修
工
事
内
容
に
つ
い
て
。

　浴
室
タ
イ
ル
ひ
び
割
れ
に

よ
る
張
り
替
え
、
浴
室
排
煙

窓
修
繕
、
雨
漏
り
箇
所
の
天

井
張
り
替
え
、
鉄
骨
柱
サ
ビ

除
去
、
基
礎
ク
ラ
ッ
ク
補
修
、

故
障
し
て
い
る
既
存
ボ
イ

ラ
ー
の
撤
去
及
び
タ
イ
ヤ
ボ

イ
ラ
ー
の
新
設
、
カ
ラ
ン
の

交
換
、
揚
水
管
改
修
、
既
存

配
管
撤
去
及
び
新
設
、
屋

根
・
外
壁
・
基
礎
の
塗
装
、

浴
槽
の
か
さ
上
げ
、
既
存
壁

ク
ロ
ス
・
床
シ
ー
ト
の
撤
去

及
び
新
設
、
ト
イ
レ
洋
式

化
、
非
常
口
設
置
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
応
工
事
等
を
実
施
し

た
い
。

　改
修
工
事
費
の
財
源
に
つ

い
て
。

　改
修
工
事
費
は
１
億
５
０

３
７
万
円
と
な
り
、
財
源
と

し
て
は
地
域
振
興
基
金（※

）

を
活
用
し
た
い
。
予
算
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
案
に
計
上
し

て
い
る
。

一般質問

用
語
解
説

一般質問

　建
設
予
定
地
は
農
業
振
興

地
域
で
あ
る
た
め
令
和
５
年

度
は
除
外
申
請
を
進
め
る
。

ま
た
、
盛
土
の
た
め
の
造
成

土
を
県
の
事
業
で
発
生
す
る

残
土
を
利
用
す
る
予
定
の
た

め
県
と
調
整
す
る
。

　さ
ら
に
、
同
年
度
に
用
地

買
収
と
実
施
設
計
を
行
い
、

令
和
６
年
度
に
本
体
工
事
着

工
、
令
和
７
年
度
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
。

　建
設
計
画
を
進
め
て
い
る

上
市
川
地
区
産
地
直
売
所
の

運
営
主
体
や
展
開
方
法
は
。

　川
内
地
区
の
若
手
農
畜
産

物
生
産
者
や
町
内
の
農
産
物

加
工
法
人
、
広
い
見
識
を
持

つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
十
数
名

か
ら
な
る
「
新
た
な
時
代

へ
、
未
来
を
拓
く
産
直
施
設

等
整
備
実
行
委
員
会
」
を
令

和
３
年
度
に
４
回
、
令
和
４

年
度
に
６
回
開
催
。
施
設
の

運
営
主
体
や
展
開
方
法
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
が

具
体
的
な
こ
と
は
未
定
。

　産
地
直
売
所
建
設
予
定
地

と
用
地
取
得
の
進
捗
状
況

は
。　上

市
川
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
」の
隣
接
地
を
計
画
地
と

し
て
い
る
。
面
積
１
万
４
６

９
１
㎡
。

　用
地
は
所
有
者
へ
の
説
明

会
を
開
催
し
、
お
お
む
ね
賛

同
い
た
だ
い
て
い
る
。

　産
地
直
売
所
建
設
の
事
業

費
の
見
込
み
は
。

　概
算
と
な
る
が
本
体
工
事

費
約
４
億
５
千
万
円
、
外
構

工
事
費
及
び
用
地
取
得
費
、

実
施
設
計
費
等
約
２
億
円
、

合
わ
せ
て
約
６
億
５
千
万
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　現
在
、
国
の
補
助
を
活
用

す
べ
く
農
山
漁
村
振
興
交
付

金
の
採
択
に
向
け
計
画
書
を

提
出
し
て
い
る
。
採
択
に

な
っ
た
場
合
の
交
付
額
は
最

大
約
１
億
１
千
万
円
。

　産
地
直
売
所
建
設
に
向
け

た
今
後
の
工
程
は
。

　各
地
区
で
開
催
し
た
統
合

に
つ
い
て
の
説
明
会
に
お
け

る
参
加
者
の
意
見
は
。

・
現
状
を
考
え
る
と
統
合
は

や
む
を
得
な
く
賛
成
。

・
現
在
の
五
戸
中
学
校
に
す

ぐ
統
合
し
て
ほ
し
い
。

・
子
ど
も
を
持
っ
た
保
護
者

か
ら
広
く
意
見
収
集
し
て

ほ
し
い
、
な
ど
。

・
現
状
を
考
え
る
と
統
合
は

や
む
を
得
な
く
賛
成
。

・
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。

・
こ
の
際
、
管
内
小
学
校
が

一
つ
に
な
っ
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
。

　小
中
学
校
統
合
の
予
算
規

模
は
。

　現
在
の
五
戸
中
学
校
を
建

て
替
え
た
場
合
の
概
算
額
は
、

校
舎
約
25
億
４
千
万
円
、
体

育
館
約
15
億
５
千
万
円
。

　切
谷
内
、
上
市
川
の
両
小

学
校
統
合
に
伴
う
新
た
な
小

学
校
建
設
の
概
算
額
は
校
舎

約
10
億
円
、
体
育
館
約
３
億

９
千
万
円
。

　共
に
そ
の
他
外
構
、
解
体

工
事
費
な
ど
。

　小
中
学
校
統
合
の
工
程
は
。

　ま
ず
は
中
学
校
の
統
合
を

進
め
る
予
定
。
建
設
予
定
地

は
現
在
の
五
戸
中
学
校
。
校

舎
新
改
築
の
た
め
の
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
に
約
２

年
、
建
設
工
事
及
び
外
構
工

事
に
約
３
年
の
約
５
年
程
度

を
要
す
る
。

　切
谷
内
、
上
市
川
の
両
小

学
校
統
合
は
中
学
校
統
合
後

速
や
か
に
着
手
し
た
い
。
建

設
予
定
地
は
現
在
の
川
内
中

学
校
。
中
学
校
統
合
に
５
年

程
度
を
要
し
、
そ
の
後
の
着

手
で
更
に
５
年
程
度
要
す
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
着
手

す
る
こ
と
を
模
索
す
る
。

倉石温泉再開とともに利活用を計画している旧又重小学校とその運動場。
産業と、それに伴う雇用の創出。そこから地域が活性化することが期待される。

◆
倉
石
温
泉
再
開
と
、
旧
又
重
小
学
校
跡
地
利
用
の
一
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

　
期
待
さ
れ
る
こ
と
は

　町
長

　付
近
一
帯
の
地
域
づ
く
り
か
ら
倉
石
地
域
、
そ
し
て
五
戸
町
の

　
　
　
　活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
す
る

かしわだ ただのり

柏田　匡智 議員

質
問 

① 

質
問 

② 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③ 

３
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

※

地
域
振
興
基
金

　旧
五
戸
町
と
旧
倉
石
村

と
の
合
併
に
際
し
、
新
五

戸
町
の
一
体
性
の
確
保

や
、
地
域
格
差
の
な
い
均

衡
あ
る
地
域
振
興
を
達
成

す
る
た
め
の
必
要
経
費
の

財
源
と
す
る
た
め
設
置
し

た
基
金
。
国
の
合
併
特
例

債
を
活
用
し
積
み
立
て
て

き
た
。

©東京ハイジ／五戸町

◆
上
市
川
地
区
産
直
施
設
整
備
の
工
程
は

　町
長

　令
和
６
年
度
に
本
体
工
事
に

　
　
　
　着
手
し
、
令
和
７
年
度
の
開

　
　
　
　業
を
目
指
す

◆
町
立
小
中
学
校
統
合
の
工
程
は

　教
育
長

　三
つ
の
中
学
校
の
統
合
は

　
　
　
　
　五
年
以
内
、
川
内
地
区
の

　
　
　
　
　小
学
校
統
合
は
そ
の
後
速

　
　
　
　
　や
か
に

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員

質
問 

② 

質
問 

① 

質
問 

③ 

質
問 

① 

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

④ 

©東京ハイジ／五戸町

と
が
で
き
る
。

カ
ラ
ン

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
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ク
ラ
ッ
ク

　ひ
び
割
れ
。
基
礎
の

ク
ラ
ッ
ク
は
雨
水
に
よ

る
鉄
筋
の
サ
ビ
や
、
強

度
低
下
に
よ
る
地
盤
沈

下
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

タ
イ
ヤ
ボ
イ
ラ
ー

　使
用
済
み
の
廃
タ
イ

ヤ
を
燃
料
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
。
化
石
燃
料
の
消

費
量
を
削
減
し
、
燃
料

費
も
重
油
ボ
イ
ラ
ー
の

約
１
／
４
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

カ
ラ
ン

　水
道
の
蛇
口
。

ア
ス
ベ
ス
ト

　石
綿
。
昔
の
建
物
等

に
断
熱
材
等
と
し
て
用

い
ら
れ
た
が
、
飛
散
し

た
粉
塵
を
吸
引
す
る
と

長
い
年
月
を
経
て
肺
の

疾
病
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
り
、
現
在
使
用

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

封
じ
込
め
る
な
ど
の
対

応
工
事
を
要
す
る
。

　旧
又
重
小
学
校
跡
地
利
用

計
画
内
容
に
つ
い
て
。

　公
募
・
審
査
に
よ
っ
て
東

北
医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合

を
選
定
し
、
使
用
貸
借
契
約

を
締
結
し
て
い
る
。

　利
活
用
の
提
案
内
容
に
つ

い
て
は
一
つ
目
と
し
て
、
東

北
医
療
福
祉
事
業
協
同
組
合

施
設
へ
総
菜
原
料
の
提
供
、

流
動
食
及
び
介
護
食
の
食
品

工
場
と
し
て
の
活
用
が
あ
る
。

　二
つ
目
と
し
て
、
機
能
性

に
優
れ
た
野
菜
、
地
元
野
菜

を
使
用
し
た
野
菜
パ
ウ
ダ
ー

の
研
究
。
少
量
で
高
栄
養
な

食
品
を
開
発
す
る
、
食
品
研

究
所
と
し
て
活
用
。

　三
つ
目
と
し
て
は
、
研
究

販
売
用
の
野
菜
畑
と
し
て
の

活
用
が
あ
る
。

　ま
た
、
地
元
の
人
材
を
積

極
的
に
雇
用
す
る
こ
と
や
、

障
が
い
者
の
就
労
支
援
を
促

進
す
る
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

　倉
石
温
泉
再
開
と
と
も
に

利
活
用
す
る
提
案
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
将
来
的
に
は
旧

又
重
小
学
校
付
近
一
帯
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
た
だ
き
、
倉
石
地

域
、
そ
し
て
五
戸
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
町
と
し
て
協
力
で
き
る

も
の
は
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　倉
石
温
泉
再
開
に
係
る
改

修
工
事
内
容
に
つ
い
て
。

　浴
室
タ
イ
ル
ひ
び
割
れ
に

よ
る
張
り
替
え
、
浴
室
排
煙

窓
修
繕
、
雨
漏
り
箇
所
の
天

井
張
り
替
え
、
鉄
骨
柱
サ
ビ

除
去
、
基
礎
ク
ラ
ッ
ク
補
修
、

故
障
し
て
い
る
既
存
ボ
イ

ラ
ー
の
撤
去
及
び
タ
イ
ヤ
ボ

イ
ラ
ー
の
新
設
、
カ
ラ
ン
の

交
換
、
揚
水
管
改
修
、
既
存

配
管
撤
去
及
び
新
設
、
屋

根
・
外
壁
・
基
礎
の
塗
装
、

浴
槽
の
か
さ
上
げ
、
既
存
壁

ク
ロ
ス
・
床
シ
ー
ト
の
撤
去

及
び
新
設
、
ト
イ
レ
洋
式

化
、
非
常
口
設
置
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
応
工
事
等
を
実
施
し

た
い
。

　改
修
工
事
費
の
財
源
に
つ

い
て
。

　改
修
工
事
費
は
１
億
５
０

３
７
万
円
と
な
り
、
財
源
と

し
て
は
地
域
振
興
基
金（※

）

を
活
用
し
た
い
。
予
算
に
つ

い
て
は
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
案
に
計
上
し

て
い
る
。

一般質問

用
語
解
説

一般質問

　建
設
予
定
地
は
農
業
振
興

地
域
で
あ
る
た
め
令
和
５
年

度
は
除
外
申
請
を
進
め
る
。

ま
た
、
盛
土
の
た
め
の
造
成

土
を
県
の
事
業
で
発
生
す
る

残
土
を
利
用
す
る
予
定
の
た

め
県
と
調
整
す
る
。

　さ
ら
に
、
同
年
度
に
用
地

買
収
と
実
施
設
計
を
行
い
、

令
和
６
年
度
に
本
体
工
事
着

工
、
令
和
７
年
度
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
。

　建
設
計
画
を
進
め
て
い
る

上
市
川
地
区
産
地
直
売
所
の

運
営
主
体
や
展
開
方
法
は
。

　川
内
地
区
の
若
手
農
畜
産

物
生
産
者
や
町
内
の
農
産
物

加
工
法
人
、
広
い
見
識
を
持

つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
十
数
名

か
ら
な
る
「
新
た
な
時
代

へ
、
未
来
を
拓
く
産
直
施
設

等
整
備
実
行
委
員
会
」
を
令

和
３
年
度
に
４
回
、
令
和
４

年
度
に
６
回
開
催
。
施
設
の

運
営
主
体
や
展
開
方
法
に
つ

い
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
が

具
体
的
な
こ
と
は
未
定
。

　産
地
直
売
所
建
設
予
定
地

と
用
地
取
得
の
進
捗
状
況

は
。　上

市
川
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
」の
隣
接
地
を
計
画
地
と

し
て
い
る
。
面
積
１
万
４
６

９
１
㎡
。

　用
地
は
所
有
者
へ
の
説
明

会
を
開
催
し
、
お
お
む
ね
賛

同
い
た
だ
い
て
い
る
。

　産
地
直
売
所
建
設
の
事
業

費
の
見
込
み
は
。

　概
算
と
な
る
が
本
体
工
事

費
約
４
億
５
千
万
円
、
外
構

工
事
費
及
び
用
地
取
得
費
、

実
施
設
計
費
等
約
２
億
円
、

合
わ
せ
て
約
６
億
５
千
万
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

　現
在
、
国
の
補
助
を
活
用

す
べ
く
農
山
漁
村
振
興
交
付

金
の
採
択
に
向
け
計
画
書
を

提
出
し
て
い
る
。
採
択
に

な
っ
た
場
合
の
交
付
額
は
最

大
約
１
億
１
千
万
円
。

　産
地
直
売
所
建
設
に
向
け

た
今
後
の
工
程
は
。

　各
地
区
で
開
催
し
た
統
合

に
つ
い
て
の
説
明
会
に
お
け

る
参
加
者
の
意
見
は
。

・
現
状
を
考
え
る
と
統
合
は

や
む
を
得
な
く
賛
成
。

・
現
在
の
五
戸
中
学
校
に
す

ぐ
統
合
し
て
ほ
し
い
。

・
子
ど
も
を
持
っ
た
保
護
者

か
ら
広
く
意
見
収
集
し
て

ほ
し
い
、
な
ど
。

・
現
状
を
考
え
る
と
統
合
は

や
む
を
得
な
く
賛
成
。

・
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。

・
こ
の
際
、
管
内
小
学
校
が

一
つ
に
な
っ
た
ほ
う
が
い

い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
。

　小
中
学
校
統
合
の
予
算
規

模
は
。

　現
在
の
五
戸
中
学
校
を
建

て
替
え
た
場
合
の
概
算
額
は
、

校
舎
約
25
億
４
千
万
円
、
体

育
館
約
15
億
５
千
万
円
。

　切
谷
内
、
上
市
川
の
両
小

学
校
統
合
に
伴
う
新
た
な
小

学
校
建
設
の
概
算
額
は
校
舎

約
10
億
円
、
体
育
館
約
３
億

９
千
万
円
。

　共
に
そ
の
他
外
構
、
解
体

工
事
費
な
ど
。

　小
中
学
校
統
合
の
工
程
は
。

　ま
ず
は
中
学
校
の
統
合
を

進
め
る
予
定
。
建
設
予
定
地

は
現
在
の
五
戸
中
学
校
。
校

舎
新
改
築
の
た
め
の
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
に
約
２

年
、
建
設
工
事
及
び
外
構
工

事
に
約
３
年
の
約
５
年
程
度

を
要
す
る
。

　切
谷
内
、
上
市
川
の
両
小

学
校
統
合
は
中
学
校
統
合
後

速
や
か
に
着
手
し
た
い
。
建

設
予
定
地
は
現
在
の
川
内
中

学
校
。
中
学
校
統
合
に
５
年

程
度
を
要
し
、
そ
の
後
の
着

手
で
更
に
５
年
程
度
要
す
る

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
着
手

す
る
こ
と
を
模
索
す
る
。

倉石温泉再開とともに利活用を計画している旧又重小学校とその運動場。
産業と、それに伴う雇用の創出。そこから地域が活性化することが期待される。

◆
倉
石
温
泉
再
開
と
、
旧
又
重
小
学
校
跡
地
利
用
の
一
体
的
な
取
組
に
つ
い
て

　
期
待
さ
れ
る
こ
と
は

　町
長

　付
近
一
帯
の
地
域
づ
く
り
か
ら
倉
石
地
域
、
そ
し
て
五
戸
町
の

　
　
　
　活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期
待
す
る

かしわだ ただのり

柏田　匡智 議員

質
問 

① 

質
問 

② 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③ 

３
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

※

地
域
振
興
基
金

　旧
五
戸
町
と
旧
倉
石
村

と
の
合
併
に
際
し
、
新
五

戸
町
の
一
体
性
の
確
保

や
、
地
域
格
差
の
な
い
均

衡
あ
る
地
域
振
興
を
達
成

す
る
た
め
の
必
要
経
費
の

財
源
と
す
る
た
め
設
置
し

た
基
金
。
国
の
合
併
特
例

債
を
活
用
し
積
み
立
て
て

き
た
。

©東京ハイジ／五戸町

◆
上
市
川
地
区
産
直
施
設
整
備
の
工
程
は

　町
長

　令
和
６
年
度
に
本
体
工
事
に

　
　
　
　着
手
し
、
令
和
７
年
度
の
開

　
　
　
　業
を
目
指
す

◆
町
立
小
中
学
校
統
合
の
工
程
は

　教
育
長

　三
つ
の
中
学
校
の
統
合
は

　
　
　
　
　五
年
以
内
、
川
内
地
区
の

　
　
　
　
　小
学
校
統
合
は
そ
の
後
速

　
　
　
　
　や
か
に

すず き りゅうや

鈴木　隆也 議員

質
問 

② 

質
問 

① 

質
問 

③ 

質
問 

① 

質
問 

②

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

④ 

©東京ハイジ／五戸町

中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て



⑪ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ⑩

に
よ
る
明
か
り
を
届
け
る
取

組
の
例
な
ど
が
あ
っ
た
。

　提
案
の
あ
っ
た
資
産
運
用

に
つ
い
て
は
、
一
自
治
体
に

よ
る
外
貨
預
金
が
可
能
か
、

ま
た
、
そ
れ
に
必
要
な
手
続

き
、
利
点
や
リ
ス
ク
等
、
関

係
金
融
機
関
と
相
談
し
総
合

的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　毎
日
午
後
３
時
に
防
災
無

線
で
流
れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
に

つ
い
て
迷
惑
に
感
じ
る
と
い

う
声
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　苦
情
は
こ
れ
ま
で
に
数
件

い
た
だ
い
て
お
り
、
音
量
を

下
げ
る
、
ま
た
は
自
治
会
と

協
議
の
上
特
定
の
ス
ピ
ー
カ
ー

を
止
め
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
放
送

は
、
過
去
の
健
康
意
識
調
査

結
果
を
受
け
て
運
動
習
慣
の

定
着
推
進
等
を
目
的
と
し
て

始
ま
っ
た
取
組
。
令
和
５
年

度
に
同
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
か
ら
当
該
取
組
の
効

果
検
証
を
行
い
、
今
後
の
方

向
性
を
検
討
す
る
予
定
。

　町
内
中
学
生
の
韓
国
沃
川

（
オ
ク
チ
ョ
ン
）郡
へ
の
派
遣

再
開
の
考
え
は
な
い
か
。

　平
成
30
年
度
に
は
当
町
の

中
学
生
が
訪
問
し
た
が
、
韓

国
内
世
論
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
し
て
令
和
元
年
度
に

沃
川
郡
側
か
ら
派
遣
の
中
止

の
申
出
が
あ
っ
た
。
再
開
に

つ
い
て
は
お
互
い
の
認
識
に

相
違
が
な
い
よ
う
確
認
を
重

ね
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
環
境
が
整
え
ば
再
開
し

た
い
取
組
で
あ
る
。

　今
ま
で
私
が
議
会
で
提
案

し
た
講
師
を
呼
び
、
講
演
等

を
し
て
い
た
だ
く
考
え
は
な

い
か
。（
防
災
教
育
に
よ
り

震
災
で
の
奇
跡
的
な
避
難
を

生
ん
だ
教
授
、
大
き
な
町
お

こ
し
を
成
し
た
市
役
所
臨
時

職
員
、
な
ど
）

　様
々
な
分
野
に
精
通
し
た

方
々
の
講
演
会
は
、
新
し
い

教
養
を
身
に
付
け
、
町
民
の

生
活
を
よ
り
快
適
で
豊
か
な

も
の
に
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

提
案
の
あ
っ
た
方
を
含
め
多

く
の
先
生
方
の
中
か
ら
、
町

民
の
た
め
に
な
る
テ
ー
マ
と

い
う
観
点
か
ら
人
選
し
実
施

に
向
け
て
努
め
て
い
き
た
い
。

　令
和
３
年
末
か
ら
物
価
高

を
予
想
し
て
い
た
が
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
あ

り
、
予
想
以
上
の
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
４
月
か

ら
ま
た
電
気
料
金
が
上
が
る

が
、
町
に
お
け
る
対
策
は
。

　役
場
庁
舎
の
電
気
料
金
に

も
電
気
料
金
の
単
価
上
昇
の

影
響
が
出
て
い
る
。

庁
内
で
実
施
中
の
節
電
対
策

・
庁
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
冷
房
の
28
℃
設
定
勧
奨

今
後
で
き
る
対
策

・
時
間
別
電
気
使
用
状
況
の

確
認
と
分
析

・
機
器
を
接
続
す
る
電
源
へ

の
節
電
タ
ッ
プ
導
入

・
ト
イ
レ
へ
の
人
感
セ
ン

サ
ー
導
入

　
　
　
　な
ど

そ
の
他
、
こ
ま
め
な
消
灯
な
ど

を
継
続
し
つ
つ
、
国
の
節
電

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

な
ど
節
電
に
努
め
て
い
く
。

　物
価
高
の
割
に
人
件
費
は

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
町
で
は

賃
金
ア
ッ
プ
の
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

　五
戸
町
で
は
景
気
対
策
が

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
町

内
で
の
起
業
を
支
援
す
る
企

業
等
奨
励
金
、
工
場
等
の
新

増
設
を
支
援
す
る
企
業
立
地

推
進
奨
励
交
付
金
な
ど
の
取

組
が
あ
る
。
並
行
し
て
、
限

り
あ
る
財
源
の
中
で
の
公
共

工
事
発
注
等
も
行
う
な
ど
景

気
対
策
に
努
め
て
お
り
、
そ

の
成
果
が
賃
金
ア
ッ
プ
に
結

び
付
く
結
果
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

　前
回
答
弁
い
た
だ
い
た

モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
に
つ
い

て
、
私
は
、
お
互
い
の
貿
易
・

金
融
の
利
と
な
る
経
済
交
流

を
す
べ
き
と
考
え
る
。
あ
ち
ら

の
普
通
預
金
利
息
は
６
％
も
あ

る
の
で
特
に
金
融
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　交
流
の
機
会
を
設
け
ら
れ

る
か
、
モ
ン
ゴ
ル
と
交
流
の

あ
る
他
自
治
体
の
例
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
日
本
侵
攻

の
終
焉
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

平
和
友
好
を
願
い
交
流
が
始

ま
っ
た
例
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遊

牧
民
等
に
小
型
風
力
発
電
機

一般質問 一般質問
　他
市
町
村
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
活
躍
が
報
道
さ

れ
る
に
付
け
、
な
ぜ
当
町
で

は
こ
の
２
年
間
不
在
と
な
っ

た
の
か
考
え
て
し
ま
う
。
改

め
て
募
集
を
行
い
地
域
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
観
光
振
興
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　令
和
３
年
、
４
年
と
２
年

間
不
在
と
な
っ
た
原
因
は
。

　地
域
に
入
り
、
連
携
し
て

事
業
を
進
め
て
欲
し
い
と
い

う
町
が
求
め
る
業
務
内
容
に

対
し
、
隊
員
は
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手

く
と
ら
な
い
ま
ま
事
業
を
進

め
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
認

識
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
た
。

　過
去
の
隊
員
で
、
任
期
終

了
後
に
当
町
に
移
住
し
生
計

を
立
て
て
い
る
方
は
何
名
か
。

　２
名
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ
民

泊
の
経
営
と
、
無
農
薬
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　協
力
隊
員
の
推
進
要
項
、

任
期
、
報
酬
等
は
。

　任
期
は
最
長
３
年
間
、
勤

務
時
間
は
１
週
間
に
38
時
間

45
分
以
内
、
報
酬
は
月
額
16

万
６
千
円
、
住
居
費
等
は
町

が
予
算
の
範
囲
内
で
負
担
す

る
。
募
集
の
都
度
要
綱
を
定

め
て
い
る
。

　観
光
協
会
と
協
力
隊
員
と

の
今
後
の
関
わ
り
方
は
。
観

光
協
会
事
務
所
に
隊
員
を
配

置
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
協

会
の
意
向
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。
出
勤
状
況
が
確
認
で
き

る
環
境
で
あ
れ
ば
配
置
は
可

能
で
あ
る
。
地
域
と
連
携
し

て
地
域
お
こ
し
が
で
き
る
隊

員
の
募
集
に
努
め
た
い
。

　基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振

興
と
地
域
活
性
化
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
上

市
川
地
区
産
地
直
売
所
整
備

事
業
。
そ
の
進
捗
状
況
は
。

　施
設
全
体
の
広
さ
と
、
産

直
に
係
る
建
物
の
面
積
、
売

り
場
面
積
は
い
か
が
か
。

　土
地
の
取
得
、
施
設
の
整

備
費
の
見
積
も
り
、
財
源
は
。

　土
地
取
得
は
２
千
７
百
万

円
、
整
備
費
は
６
億
２
千
３

百
万
円
を
予
定
。
財
源
は
国

庫
補
助
、
及
び
起
債
、
地
域

振
興
基
金
、
土
地
開
発
基
金

の
充
当
を
検
討
し
て
い
る
。

　産
直
施
設
等
整
備
実
行
委

員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
産

業
種
別
は
い
か
が
か
。

　農
協
１
名
、
農
業
関
係
者

３
名
、
町
内
食
料
品
製
造
業

２
名
、
町
内
小
売
業
１
名
、

町
外
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
２

名
、
役
場
３
名
の
計
12
名
。

　出
品
者
の
想
定
人
数
、
一

人
当
た
り
の
予
定
売
り
場
面

積
は
。
ま
た
、
出
品
者
の
募

集
方
法
は
。

　現
在
は
計
画
段
階
で
未
定

と
な
っ
て
い
る
。
一
人
当
た

り
の
売
り
場
面
積
、
募
集
方

法
も
委
員
会
で
検
討
中
。

　施
設
管
理
運
営
の
組
織
と

運
営
方
法
、
ま
た
町
と
の
関

わ
り
は
い
か
が
か
。

　町
と
し
て
は「
ふ
れ
あ
い

市
ご
の
へ
」の
よ
う
に
任
意

団
体
に
よ
る
運
営
を
想
定
し

て
い
る
。
運
営
方
法
に
つ
い

て
は
実
行
委
員
会
で
検
討

中
。

韓国沃川郡の中学生との交流
異文化に接する貴重な機会

◆
五
戸
の
ち
か
ら
を
五
戸
の
ち
か
ら
世
界
へ
未
来
へ
発
信
し
、

　
五
戸
町
民
一
人
ひ
と
り
の
命
輝
く
地
宝
自
治
体
五
戸
町
を
建
設
す
る
た
め
に
は

お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員

質
問 

① 

質
問 

② 
質
問 

③ 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

④ 

質
問 

⑤ 

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑥ 
◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
観
光
と

　
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

　町
長

　地
域
と
連
携
し
て
い
け
る

　
　
　
　隊
員
の
募
集
に
努
め
る

◆
上
市
川
地
区
産
地
直
売
所
整
備
事
業
に
つ
い
て

　町
長

　土
地
の
取
得
、
施
設
の
整
備
費
で
６
億
５
千
万
円
を

　
　
　
　見
込
む
。
現
在
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
中
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

質
問 

② 

質
問 

③ 

「
質
問
要
旨
」

「
質
問
要
旨
」

質
問 

① 

質
問 

① 

質
問 

④ 

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

整備計画面積（令和５年３月現在）

全体（施設＋駐車場等） 14,691㎡
800㎡
250㎡
50㎡

施設床面積

他、レストラン、事務室、休憩室等
うち、花、苗用面積
うち、売り場面積

駐車場  来客車約100台分＋大型バス等

答 

若
宮
町
長



⑪ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ⑩

に
よ
る
明
か
り
を
届
け
る
取

組
の
例
な
ど
が
あ
っ
た
。

　提
案
の
あ
っ
た
資
産
運
用

に
つ
い
て
は
、
一
自
治
体
に

よ
る
外
貨
預
金
が
可
能
か
、

ま
た
、
そ
れ
に
必
要
な
手
続

き
、
利
点
や
リ
ス
ク
等
、
関

係
金
融
機
関
と
相
談
し
総
合

的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　毎
日
午
後
３
時
に
防
災
無

線
で
流
れ
る
ラ
ジ
オ
体
操
に

つ
い
て
迷
惑
に
感
じ
る
と
い

う
声
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　苦
情
は
こ
れ
ま
で
に
数
件

い
た
だ
い
て
お
り
、
音
量
を

下
げ
る
、
ま
た
は
自
治
会
と

協
議
の
上
特
定
の
ス
ピ
ー
カ
ー

を
止
め
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
放
送

は
、
過
去
の
健
康
意
識
調
査

結
果
を
受
け
て
運
動
習
慣
の

定
着
推
進
等
を
目
的
と
し
て

始
ま
っ
た
取
組
。
令
和
５
年

度
に
同
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
か
ら
当
該
取
組
の
効

果
検
証
を
行
い
、
今
後
の
方

向
性
を
検
討
す
る
予
定
。

　町
内
中
学
生
の
韓
国
沃
川

（
オ
ク
チ
ョ
ン
）郡
へ
の
派
遣

再
開
の
考
え
は
な
い
か
。

　平
成
30
年
度
に
は
当
町
の

中
学
生
が
訪
問
し
た
が
、
韓

国
内
世
論
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
と
し
て
令
和
元
年
度
に

沃
川
郡
側
か
ら
派
遣
の
中
止

の
申
出
が
あ
っ
た
。
再
開
に

つ
い
て
は
お
互
い
の
認
識
に

相
違
が
な
い
よ
う
確
認
を
重

ね
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
環
境
が
整
え
ば
再
開
し

た
い
取
組
で
あ
る
。

　今
ま
で
私
が
議
会
で
提
案

し
た
講
師
を
呼
び
、
講
演
等

を
し
て
い
た
だ
く
考
え
は
な

い
か
。（
防
災
教
育
に
よ
り

震
災
で
の
奇
跡
的
な
避
難
を

生
ん
だ
教
授
、
大
き
な
町
お

こ
し
を
成
し
た
市
役
所
臨
時

職
員
、
な
ど
）

　様
々
な
分
野
に
精
通
し
た

方
々
の
講
演
会
は
、
新
し
い

教
養
を
身
に
付
け
、
町
民
の

生
活
を
よ
り
快
適
で
豊
か
な

も
の
に
す
る
と
思
っ
て
い
る
。

提
案
の
あ
っ
た
方
を
含
め
多

く
の
先
生
方
の
中
か
ら
、
町

民
の
た
め
に
な
る
テ
ー
マ
と

い
う
観
点
か
ら
人
選
し
実
施

に
向
け
て
努
め
て
い
き
た
い
。

　令
和
３
年
末
か
ら
物
価
高

を
予
想
し
て
い
た
が
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
あ

り
、
予
想
以
上
の
結
果
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
４
月
か

ら
ま
た
電
気
料
金
が
上
が
る

が
、
町
に
お
け
る
対
策
は
。

　役
場
庁
舎
の
電
気
料
金
に

も
電
気
料
金
の
単
価
上
昇
の

影
響
が
出
て
い
る
。

庁
内
で
実
施
中
の
節
電
対
策

・
庁
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
冷
房
の
28
℃
設
定
勧
奨

今
後
で
き
る
対
策

・
時
間
別
電
気
使
用
状
況
の

確
認
と
分
析

・
機
器
を
接
続
す
る
電
源
へ

の
節
電
タ
ッ
プ
導
入

・
ト
イ
レ
へ
の
人
感
セ
ン

サ
ー
導
入

　
　
　
　な
ど

そ
の
他
、
こ
ま
め
な
消
灯
な
ど

を
継
続
し
つ
つ
、
国
の
節
電

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る

な
ど
節
電
に
努
め
て
い
く
。

　物
価
高
の
割
に
人
件
費
は

そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
町
で
は

賃
金
ア
ッ
プ
の
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

　五
戸
町
で
は
景
気
対
策
が

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
町

内
で
の
起
業
を
支
援
す
る
企

業
等
奨
励
金
、
工
場
等
の
新

増
設
を
支
援
す
る
企
業
立
地

推
進
奨
励
交
付
金
な
ど
の
取

組
が
あ
る
。
並
行
し
て
、
限

り
あ
る
財
源
の
中
で
の
公
共

工
事
発
注
等
も
行
う
な
ど
景

気
対
策
に
努
め
て
お
り
、
そ

の
成
果
が
賃
金
ア
ッ
プ
に
結

び
付
く
結
果
と
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

　前
回
答
弁
い
た
だ
い
た

モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
に
つ
い

て
、
私
は
、
お
互
い
の
貿
易
・

金
融
の
利
と
な
る
経
済
交
流

を
す
べ
き
と
考
え
る
。
あ
ち
ら

の
普
通
預
金
利
息
は
６
％
も
あ

る
の
で
特
に
金
融
を
考
え
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　交
流
の
機
会
を
設
け
ら
れ

る
か
、
モ
ン
ゴ
ル
と
交
流
の

あ
る
他
自
治
体
の
例
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
当
時
の
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
日
本
侵
攻

の
終
焉
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

平
和
友
好
を
願
い
交
流
が
始

ま
っ
た
例
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遊

牧
民
等
に
小
型
風
力
発
電
機

一般質問 一般質問
　他
市
町
村
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
活
躍
が
報
道
さ

れ
る
に
付
け
、
な
ぜ
当
町
で

は
こ
の
２
年
間
不
在
と
な
っ

た
の
か
考
え
て
し
ま
う
。
改

め
て
募
集
を
行
い
地
域
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
観
光
振
興
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　令
和
３
年
、
４
年
と
２
年

間
不
在
と
な
っ
た
原
因
は
。

　地
域
に
入
り
、
連
携
し
て

事
業
を
進
め
て
欲
し
い
と
い

う
町
が
求
め
る
業
務
内
容
に

対
し
、
隊
員
は
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手

く
と
ら
な
い
ま
ま
事
業
を
進

め
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
認

識
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
た
。

　過
去
の
隊
員
で
、
任
期
終

了
後
に
当
町
に
移
住
し
生
計

を
立
て
て
い
る
方
は
何
名
か
。

　２
名
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ
民

泊
の
経
営
と
、
無
農
薬
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　協
力
隊
員
の
推
進
要
項
、

任
期
、
報
酬
等
は
。

　任
期
は
最
長
３
年
間
、
勤

務
時
間
は
１
週
間
に
38
時
間

45
分
以
内
、
報
酬
は
月
額
16

万
６
千
円
、
住
居
費
等
は
町

が
予
算
の
範
囲
内
で
負
担
す

る
。
募
集
の
都
度
要
綱
を
定

め
て
い
る
。

　観
光
協
会
と
協
力
隊
員
と

の
今
後
の
関
わ
り
方
は
。
観

光
協
会
事
務
所
に
隊
員
を
配

置
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　関
わ
り
方
に
つ
い
て
は
協

会
の
意
向
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。
出
勤
状
況
が
確
認
で
き

る
環
境
で
あ
れ
ば
配
置
は
可

能
で
あ
る
。
地
域
と
連
携
し

て
地
域
お
こ
し
が
で
き
る
隊

員
の
募
集
に
努
め
た
い
。

　基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振

興
と
地
域
活
性
化
、
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
上

市
川
地
区
産
地
直
売
所
整
備

事
業
。
そ
の
進
捗
状
況
は
。

　施
設
全
体
の
広
さ
と
、
産

直
に
係
る
建
物
の
面
積
、
売

り
場
面
積
は
い
か
が
か
。

　土
地
の
取
得
、
施
設
の
整

備
費
の
見
積
も
り
、
財
源
は
。

　土
地
取
得
は
２
千
７
百
万

円
、
整
備
費
は
６
億
２
千
３

百
万
円
を
予
定
。
財
源
は
国

庫
補
助
、
及
び
起
債
、
地
域

振
興
基
金
、
土
地
開
発
基
金

の
充
当
を
検
討
し
て
い
る
。

　産
直
施
設
等
整
備
実
行
委

員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
産

業
種
別
は
い
か
が
か
。

　農
協
１
名
、
農
業
関
係
者

３
名
、
町
内
食
料
品
製
造
業

２
名
、
町
内
小
売
業
１
名
、

町
外
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
２

名
、
役
場
３
名
の
計
12
名
。

　出
品
者
の
想
定
人
数
、
一

人
当
た
り
の
予
定
売
り
場
面

積
は
。
ま
た
、
出
品
者
の
募

集
方
法
は
。

　現
在
は
計
画
段
階
で
未
定

と
な
っ
て
い
る
。
一
人
当
た

り
の
売
り
場
面
積
、
募
集
方

法
も
委
員
会
で
検
討
中
。

　施
設
管
理
運
営
の
組
織
と

運
営
方
法
、
ま
た
町
と
の
関

わ
り
は
い
か
が
か
。

　町
と
し
て
は「
ふ
れ
あ
い

市
ご
の
へ
」の
よ
う
に
任
意

団
体
に
よ
る
運
営
を
想
定
し

て
い
る
。
運
営
方
法
に
つ
い

て
は
実
行
委
員
会
で
検
討

中
。

韓国沃川郡の中学生との交流
異文化に接する貴重な機会

◆
五
戸
の
ち
か
ら
を
五
戸
の
ち
か
ら
世
界
へ
未
来
へ
発
信
し
、

　
五
戸
町
民
一
人
ひ
と
り
の
命
輝
く
地
宝
自
治
体
五
戸
町
を
建
設
す
る
た
め
に
は

お がた ひろゆき

尾形　裕之 議員

質
問 

① 

質
問 

② 

質
問 

③ 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

④ 

質
問 

⑤ 

答 

若
宮
町
長

質
問 

⑥ 

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
観
光
と

　
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
い
て

　町
長

　地
域
と
連
携
し
て
い
け
る

　
　
　
　隊
員
の
募
集
に
努
め
る

◆
上
市
川
地
区
産
地
直
売
所
整
備
事
業
に
つ
い
て

　町
長

　土
地
の
取
得
、
施
設
の
整
備
費
で
６
億
５
千
万
円
を

　
　
　
　見
込
む
。
現
在
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
中
。

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

質
問 

② 

質
問 

③ 

「
質
問
要
旨
」

「
質
問
要
旨
」

質
問 

① 

質
問 

① 

質
問 

④ 

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

⑤

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

整備計画面積（令和５年３月現在）

全体（施設＋駐車場等） 14,691㎡
800㎡
250㎡
50㎡

施設床面積

他、レストラン、事務室、休憩室等
うち、花、苗用面積
うち、売り場面積

駐車場  来客車約100台分＋大型バス等

答 

若
宮
町
長
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　当
然
、
子
ど
も
の
命
が
最

重
要
で
あ
る
た
め「
一
時
保

護
」
は
非
常
に
大
切
で
あ

り
、
虐
待
の
事
実
が
あ
れ
ば

躊
躇
し
て
は
い
け
な
い
し
、

虐
待
の
疑
い
が
薄
か
っ
た
と

し
て
も
、
児
童
相
談
所
は

「
一
時
保
護
」せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
の
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、

一
時
保
護
は
家
庭
へ
与
え
る

ダ
メ
ー
ジ
が
甚
大
で
あ
り
、

虐
待
の
疑
い
が
薄
い
家
庭
に

対
し
て
ま
で
こ
の
苦
労
を
強

い
る
の
は
非
常
に
酷
で
あ
る

と
考
え
る
。
私
も
子
育
て
世

帯
で
あ
る
が
、
今
回
の
事
例

を
見
聞
き
し
た
こ
と
で「
一

時
保
護
」に
対
す
る
恐
怖
か

ら
、
子
育
て
に
強
い
不
安
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
児
童

相
談
所
の
制
度
で
は
あ
る

が
、「
一
時
保
護
」が
執
行
さ

れ
た
場
合
に
町
が
助
け
て
く

れ
る
制
度
が
あ
れ
ば
心
の
支

え
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
制
度
は
あ
る
か
。

　そ
の
よ
う
な
制
度
は
な

く
、
基
本
的
に
は
そ
の
ご
家

庭
と
児
童
相
談
所
の
間
で
や

り
取
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
家

庭
の
事
情
は
町
の
保
健
師
が

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
た

め
、
必
要
な
所
で
ご
家
庭
に

寄
り
添
っ
て
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　兵
庫
県
明
石
市
の
と
あ
る

家
庭
は「
一
時
保
護
」に
対
し

て
裁
判
を
起
こ
し
、
そ
の
結

果「
誤
っ
た
一
時
保
護
だ
っ

た
」と
認
め
ら
れ
た
事
例
が

あ
る
。
こ
の
時
に
明
石
市
の

泉
房
穂
市
長
は
ご
家
庭
に
謝

罪
し
た
上
、「
こ
ど
も
の
た

め
の
第
三
者
委
員
会
」と
い

う
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
児

童
相
談
所
の「
一
時
保
護
」

に
対
し
て
迅
速
に
調
査
を
入

れ
、
家
庭
と
の
間
に
入
っ
て

く
れ
る
組
織
で
あ
る
が
、
市

長
は「
本
来
は
国
が
や
る
べ

き
こ
と
。
待
っ
て
い
る
と
対

応
が
遅
い
か
ら
市
で
や
る
。」

と
い
う
こ
と
で
立
ち
上
げ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　五
戸
町
は
八
戸
中
枢
都
市

圏
の
一
員
で
あ
る
た
め
、
中

枢
都
市
圏
の
事
業
と
し
て
、

同
種
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
は
計
画
で
き
な
い
か
。

　非
常
に
良
い
提
案
だ
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
団
体
の
立

ち
上
げ
に
よ
り
圏
域
の
子
育

て
世
帯
の
不
安
や
苦
労
が
和

ら
ぐ
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
中

枢
都
市
圏
に
提
案
し
た
い
。

　今
回
私
が
見
聞
き
し
た
事

案
は
三
戸
郡
内
で
発
生
し
た

出
来
事
で
あ
り
、
児
童
相
談

所
は
県
の
事
業
で
あ
る
た

め
、
町
へ
の
質
問
と
し
て
は

や
や
不
適
当
な
部
分
が
あ
る

が
、
子
育
て
世
代
へ
の
事
案

で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　あ
る
家
庭
で
、
虐
待
が
疑

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
児
童

相
談
所
に
よ
る「
一
時
保
護
」

が
実
施
さ
れ
た
。
あ
る
朝
、

家
族
全
員
が
普
段
通
り
に
過

ご
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
通
勤
・

通
学
を
し
た
後
、
児
童
相
談

所
が
子
ど
も
の
所
に
出
向

き
、
親
元
か
ら
物
理
的
に
隔

離
す
る「
一
時
保
護
」を
執
行

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
然
、
子
ど
も
の
命
を
守
る

制
度
で
あ
る
関
係
上
、
事
前

の
告
知
な
ど
は
な
く
、
保
護

者
に
は
一
時
保
護
の
後
で「
子

ど
も
を
保
護
し
ま
し
た
」と
連

絡
が
入
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
突
然
こ
の
よ
う
な
連

絡
を
も
ら
っ
た
親
は
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　児
童
相
談
所
か
ら「
最
長

で
２
か
月
の
保
護
を
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
、
更
に
絶
望
感
を

覚
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
幸
い

こ
の
家
庭
は
虐
待
の
疑
い
が
薄

く
、
数
日
で
保
護
解
除
と
な

り
、
そ
の
後
は
急
に
親
元
か
ら

離
さ
れ
て
傷
つ
い
た
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
と
、
両
親
と
の
絆
の

回
復
に
か
な
り
の
時
間
を
か

け
た
と
の
こ
と
。

　こ
の
よ
う
な
児
童
相
談
所

の
事
案
は
遠
い
国
の
出
来
事

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、

今
回
か
な
り
近
く
で
発
生
し

驚
い
て
い
る
。

　近
隣
で「
一
時
保
護
」の
事

案
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

　八
戸
児
童
相
談
所
へ
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
な
事
案
で
あ
る
た
め

詳
細
な
公
表
は
で
き
な
い

が
、
過
去
３
年
デ
ー
タ
で
、

管
内
に
お
い
て
も
ご
く
少
数

の
事
案
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　今
回
事
例
で
虐
待
を
疑
わ

れ
た
の
は
、
家
庭
内
の
事
故

で
子
ど
も
が
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
っ
た
た
め
で
あ
り
、
内
情

を
見
る
と
、
虐
待
の
無
い
家

庭
で
あ
っ
て
も
日
常
生
活
の

中
で
簡
単
に
発
生
し
う
る
も

の
で
あ
る
と
感
じ
た
。
現
に

日
本
全
域
で
見
る
と
そ
の
よ

う
な
事
案
が
点
在
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

一般質問 一般質問
　公
民
館
の
現
状
と
、
こ
れ

か
ら
町
民
の
た
め
に
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
。

　公
民
館
は
町
民
の
学
習
の

場
や
各
種
研
修
会
、
会
議
等

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
利
用

者
は
主
に
町
内
の
個
人
や
文

化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な

ど
。
令
和
４
年
度
は
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
等
の
再
開
が
進

み
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
利
用
者

数
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
も

多
く
の
皆
様
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　現
在
公
民
館
２
階
に
配
置

し
て
い
る
教
育
委
員
会
は
、

い
つ
ま
で
配
置
予
定
か
。

　各
種
シ
ス
テ
ム
機
器
の
導

入
や
、
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
設
置
等
の
た
め
手

狭
と
な
っ
た
庁
舎
内
の
配
置

を
見
直
し
、
移
動
し
た
も

の
。
本
庁
の
ス
ペ
ー
ス
不
足

は
続
い
て
い
る
た
め
、
期
日

は
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

　以
前
購
入
し
た
公
民
館
に

隣
接
す
る
旧
鈴
木
宅
は
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
予
定
か
。

改
修
し
て
教
育
委
員
会
の
事

務
室
に
も
で
き
る
と
思
う
が
。

　改
修
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
工

事
等
に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
と
積
算
し
て
い
る
。
時
期

は
未
定
だ
が
、
建
物
を
撤
去

し
、
当
館
利
用
者
等
の
駐
車

場
と
し
て
の
活
用
を
検
討
中
。

　使
用
料
金
は
適
正
だ
と
思

う
か
。
周
辺
市
町
村
の
施
設

と
比
べ
て
高
い
と
い
う
声

や
、
他
市
町
村
の
施
設
職
員

の
方
が
接
遇
が
優
れ
て
い
る

と
も
聞
く
が
、
五
戸
町
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　ホ
ー
ル
の
大
き
さ
等
が
異

な
る
た
め
単
純
比
較
は
難
し

い
が
、
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
周
辺
施
設

料
金
を
参
考
に
し
な
が
ら
再

検
討
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
。
公
民
館
は
町
民
と
接
す

る
機
会
が
多
い
場
所
。
挨

拶
、
接
遇
は
す
ぐ
に
改
善
し

て
い
き
た
い
。

　医
師
確
保
に
つ
い
て
努
力

し
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
。

　以
前
か
ら
東
北
大
学
等
へ

常
勤
医
師
の
派
遣
依
頼
、
近

隣
の
医
療
機
関
へ
外
来
診
療

の
非
常
勤
医
師
の
派
遣
依
頼

を
し
て
い
る
。
八
戸
市
立
市

民
病
院
等
か
ら
少
し
ず
つ
ご

理
解
い
た
だ
き
、
非
常
勤
医

師
は
確
保
が
進
ん
で
い
る
。

　ま
た
、
民
間
の
専
門
業
者

へ
の
医
師
紹
介
業
務
の
委
託

を
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
た
。

内
容
は
、
業
者
が
総
合
病
院

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
勤

務
先
の
異
動
を
希
望
す
る
医

師
と
の
連
絡
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
総
合
病
院
と
当
該
医
師

の
双
方
の
希
望
等
を
整
理
・

調
整
し
、
採
用
ま
で
支
援
す

る
と
い
う
も
の
。
現
在
の
進

捗
は
次
の
と
お
り
。

常
勤
医
師

２
名
紹
介
あ
り
。

現
在
、
勤
務
体
系
等
の
細

部
を
協
議
中
。

非
常
勤
医
師

２
名
紹
介
あ
り
。

協
議
も
終
え
、
両
名
と
も

応
援
診
療
を
確
約
。

今
後
も
様
々
な
方
法
に
よ
り

医
師
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　現
在
の「
同
日
の
診
療
は

１
人
２
科
ま
で
」の
制
限
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　医
師
不
足
の
た
め
待
ち
時

間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
へ
の

ご
指
摘
か
ら
始
め
た
制
限
。

　同
様
の
ご
指
摘
の
件
数
の

増
減
や
、
必
要
に
応
じ
て
ア

ン
ケ
ー
ト
等
な
ど
に
よ
り
、

こ
の
方
法
で
効
果
が
あ
っ
た

の
か
を
検
証
し
、
今
後
の
方

針
を
検
討
す
る
。

◆
児
童
相
談
所
の「
一
時
保
護
」は
家
庭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
甚
大
で
あ
る
。

　
町
側
も
心
の
ケ
ア
を
。

　
町
長

　
ご
家
庭
に
寄
り
添
っ
て
い
く

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

質
問 

① 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③ 

答 

若
宮
町
長

◆
五
戸
町
立
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て

　
町
長

　
多
く
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け

　
　
　
　
る
よ
う
努
め
て
い
く

◆
五
戸
総
合
病
院
の
医
師
確
保
は

　
町
長

　
確
保
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も

　
　
　
　
取
組
を
継
続
す
る

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

質
問 

② 

質
問 

③ 

「
質
問
の
背
景
」

質
問 

① 

質
問 

④ 

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

松
坂
病
院
事
務
局
長

質
問 

② 

答 

澤
田
教
育
長

イベント等に活用される
五戸町立公民館

答 

若
宮
町
長

公民館の主な使用料金表（円）

・土曜、休日

17：30～
21：30

13：00～
17：00

左記は全て
１時間あたり

9：00～
12：30

大ホール

14,580 25,920 34,020

・平日

体育センター

※上記以外にも条件に応じた様々な料金設定があります。
　詳細は公民館にてご確認ください。
※上記大ホールは入場無料イベントを行う場合の料金。

２階和室

小ホール

12,960

500

500

1,250

21,060 27,540
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当
然
、
子
ど
も
の
命
が
最

重
要
で
あ
る
た
め「
一
時
保

護
」
は
非
常
に
大
切
で
あ

り
、
虐
待
の
事
実
が
あ
れ
ば

躊
躇
し
て
は
い
け
な
い
し
、

虐
待
の
疑
い
が
薄
か
っ
た
と

し
て
も
、
児
童
相
談
所
は

「
一
時
保
護
」せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
う
の
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
前
述
の
通
り
、

一
時
保
護
は
家
庭
へ
与
え
る

ダ
メ
ー
ジ
が
甚
大
で
あ
り
、

虐
待
の
疑
い
が
薄
い
家
庭
に

対
し
て
ま
で
こ
の
苦
労
を
強

い
る
の
は
非
常
に
酷
で
あ
る

と
考
え
る
。
私
も
子
育
て
世

帯
で
あ
る
が
、
今
回
の
事
例

を
見
聞
き
し
た
こ
と
で「
一

時
保
護
」に
対
す
る
恐
怖
か

ら
、
子
育
て
に
強
い
不
安
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
児
童

相
談
所
の
制
度
で
は
あ
る

が
、「
一
時
保
護
」が
執
行
さ

れ
た
場
合
に
町
が
助
け
て
く

れ
る
制
度
が
あ
れ
ば
心
の
支

え
に
な
る
と
思
う
が
、
そ
の

よ
う
な
制
度
は
あ
る
か
。

　
そ
の
よ
う
な
制
度
は
な

く
、
基
本
的
に
は
そ
の
ご
家

庭
と
児
童
相
談
所
の
間
で
や

り
取
り
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
家

庭
の
事
情
は
町
の
保
健
師
が

一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
た

め
、
必
要
な
所
で
ご
家
庭
に

寄
り
添
っ
て
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
兵
庫
県
明
石
市
の
と
あ
る

家
庭
は「
一
時
保
護
」に
対
し

て
裁
判
を
起
こ
し
、
そ
の
結

果「
誤
っ
た
一
時
保
護
だ
っ

た
」と
認
め
ら
れ
た
事
例
が

あ
る
。
こ
の
時
に
明
石
市
の

泉
房
穂
市
長
は
ご
家
庭
に
謝

罪
し
た
上
、「
こ
ど
も
の
た

め
の
第
三
者
委
員
会
」と
い

う
組
織
を
立
ち
上
げ
た
。
児

童
相
談
所
の「
一
時
保
護
」

に
対
し
て
迅
速
に
調
査
を
入

れ
、
家
庭
と
の
間
に
入
っ
て

く
れ
る
組
織
で
あ
る
が
、
市

長
は「
本
来
は
国
が
や
る
べ

き
こ
と
。
待
っ
て
い
る
と
対

応
が
遅
い
か
ら
市
で
や
る
。」

と
い
う
こ
と
で
立
ち
上
げ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
五
戸
町
は
八
戸
中
枢
都
市

圏
の
一
員
で
あ
る
た
め
、
中

枢
都
市
圏
の
事
業
と
し
て
、

同
種
の
組
織
を
立
ち
上
げ
る

こ
と
は
計
画
で
き
な
い
か
。

　
非
常
に
良
い
提
案
だ
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
団
体
の
立

ち
上
げ
に
よ
り
圏
域
の
子
育

て
世
帯
の
不
安
や
苦
労
が
和

ら
ぐ
の
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
中

枢
都
市
圏
に
提
案
し
た
い
。

　
今
回
私
が
見
聞
き
し
た
事

案
は
三
戸
郡
内
で
発
生
し
た

出
来
事
で
あ
り
、
児
童
相
談

所
は
県
の
事
業
で
あ
る
た

め
、
町
へ
の
質
問
と
し
て
は

や
や
不
適
当
な
部
分
が
あ
る

が
、
子
育
て
世
代
へ
の
事
案

で
あ
る
た
め
、
あ
え
て
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
あ
る
家
庭
で
、
虐
待
が
疑

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
児
童

相
談
所
に
よ
る「
一
時
保
護
」

が
実
施
さ
れ
た
。
あ
る
朝
、

家
族
全
員
が
普
段
通
り
に
過

ご
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
通
勤
・

通
学
を
し
た
後
、
児
童
相
談

所
が
子
ど
も
の
所
に
出
向

き
、
親
元
か
ら
物
理
的
に
隔

離
す
る「
一
時
保
護
」を
執
行

し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

当
然
、
子
ど
も
の
命
を
守
る

制
度
で
あ
る
関
係
上
、
事
前

の
告
知
な
ど
は
な
く
、
保
護

者
に
は
一
時
保
護
の
後
で「
子

ど
も
を
保
護
し
ま
し
た
」と
連

絡
が
入
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
突
然
こ
の
よ
う
な
連

絡
を
も
ら
っ
た
親
は
パ
ニ
ッ

ク
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　
児
童
相
談
所
か
ら「
最
長

で
２
か
月
の
保
護
を
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
、
更
に
絶
望
感
を

覚
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
幸
い

こ
の
家
庭
は
虐
待
の
疑
い
が
薄

く
、
数
日
で
保
護
解
除
と
な

り
、
そ
の
後
は
急
に
親
元
か
ら

離
さ
れ
て
傷
つ
い
た
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
と
、
両
親
と
の
絆
の

回
復
に
か
な
り
の
時
間
を
か

け
た
と
の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
児
童
相
談
所

の
事
案
は
遠
い
国
の
出
来
事

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、

今
回
か
な
り
近
く
で
発
生
し

驚
い
て
い
る
。

　
近
隣
で「
一
時
保
護
」の
事

案
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

　
八
戸
児
童
相
談
所
へ
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
な
事
案
で
あ
る
た
め

詳
細
な
公
表
は
で
き
な
い

が
、
過
去
３
年
デ
ー
タ
で
、

管
内
に
お
い
て
も
ご
く
少
数

の
事
案
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
今
回
事
例
で
虐
待
を
疑
わ

れ
た
の
は
、
家
庭
内
の
事
故

で
子
ど
も
が
ケ
ガ
を
し
て
し

ま
っ
た
た
め
で
あ
り
、
内
情

を
見
る
と
、
虐
待
の
無
い
家

庭
で
あ
っ
て
も
日
常
生
活
の

中
で
簡
単
に
発
生
し
う
る
も

の
で
あ
る
と
感
じ
た
。
現
に

日
本
全
域
で
見
る
と
そ
の
よ

う
な
事
案
が
点
在
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

一般質問 一般質問
　
公
民
館
の
現
状
と
、
こ
れ

か
ら
町
民
の
た
め
に
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
か
。

　
公
民
館
は
町
民
の
学
習
の

場
や
各
種
研
修
会
、
会
議
等

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
利
用

者
は
主
に
町
内
の
個
人
や
文

化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な

ど
。
令
和
４
年
度
は
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
等
の
再
開
が
進

み
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
利
用
者

数
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
も

多
く
の
皆
様
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
現
在
公
民
館
２
階
に
配
置

し
て
い
る
教
育
委
員
会
は
、

い
つ
ま
で
配
置
予
定
か
。

　
各
種
シ
ス
テ
ム
機
器
の
導

入
や
、
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
設
置
等
の
た
め
手

狭
と
な
っ
た
庁
舎
内
の
配
置

を
見
直
し
、
移
動
し
た
も

の
。
本
庁
の
ス
ペ
ー
ス
不
足

は
続
い
て
い
る
た
め
、
期
日

は
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。

　
以
前
購
入
し
た
公
民
館
に

隣
接
す
る
旧
鈴
木
宅
は
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
予
定
か
。

改
修
し
て
教
育
委
員
会
の
事

務
室
に
も
で
き
る
と
思
う
が
。

　
改
修
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
工

事
等
に
多
額
の
費
用
が
か
か

る
と
積
算
し
て
い
る
。
時
期

は
未
定
だ
が
、
建
物
を
撤
去

し
、
当
館
利
用
者
等
の
駐
車

場
と
し
て
の
活
用
を
検
討
中
。

　
使
用
料
金
は
適
正
だ
と
思

う
か
。
周
辺
市
町
村
の
施
設

と
比
べ
て
高
い
と
い
う
声

や
、
他
市
町
村
の
施
設
職
員

の
方
が
接
遇
が
優
れ
て
い
る

と
も
聞
く
が
、
五
戸
町
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

　
ホ
ー
ル
の
大
き
さ
等
が
異

な
る
た
め
単
純
比
較
は
難
し

い
が
、
気
持
ち
よ
く
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
周
辺
施
設

料
金
を
参
考
に
し
な
が
ら
再

検
討
す
る
こ
と
も
考
え
た

い
。
公
民
館
は
町
民
と
接
す

る
機
会
が
多
い
場
所
。
挨

拶
、
接
遇
は
す
ぐ
に
改
善
し

て
い
き
た
い
。

　
医
師
確
保
に
つ
い
て
努
力

し
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、

そ
の
進
捗
状
況
は
。

　
以
前
か
ら
東
北
大
学
等
へ

常
勤
医
師
の
派
遣
依
頼
、
近

隣
の
医
療
機
関
へ
外
来
診
療

の
非
常
勤
医
師
の
派
遣
依
頼

を
し
て
い
る
。
八
戸
市
立
市

民
病
院
等
か
ら
少
し
ず
つ
ご

理
解
い
た
だ
き
、
非
常
勤
医

師
は
確
保
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
の
専
門
業
者

へ
の
医
師
紹
介
業
務
の
委
託

を
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
た
。

内
容
は
、
業
者
が
総
合
病
院

を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
勤

務
先
の
異
動
を
希
望
す
る
医

師
と
の
連
絡
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
総
合
病
院
と
当
該
医
師

の
双
方
の
希
望
等
を
整
理
・

調
整
し
、
採
用
ま
で
支
援
す

る
と
い
う
も
の
。
現
在
の
進

捗
は
次
の
と
お
り
。

常
勤
医
師

２
名
紹
介
あ
り
。

現
在
、
勤
務
体
系
等
の
細

部
を
協
議
中
。

非
常
勤
医
師

２
名
紹
介
あ
り
。

協
議
も
終
え
、
両
名
と
も

応
援
診
療
を
確
約
。

今
後
も
様
々
な
方
法
に
よ
り

医
師
確
保
を
図
っ
て
い
く
。

　
現
在
の「
同
日
の
診
療
は

１
人
２
科
ま
で
」の
制
限
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　
医
師
不
足
の
た
め
待
ち
時

間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
へ
の

ご
指
摘
か
ら
始
め
た
制
限
。

　
同
様
の
ご
指
摘
の
件
数
の

増
減
や
、
必
要
に
応
じ
て
ア

ン
ケ
ー
ト
等
な
ど
に
よ
り
、

こ
の
方
法
で
効
果
が
あ
っ
た

の
か
を
検
証
し
、
今
後
の
方

針
を
検
討
す
る
。

◆
児
童
相
談
所
の「
一
時
保
護
」は
家
庭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
甚
大
で
あ
る
。

　町
側
も
心
の
ケ
ア
を
。

　町
長

　ご
家
庭
に
寄
り
添
っ
て
い
く

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

質
問 

① 

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③ 

答 

若
宮
町
長

◆
五
戸
町
立
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て

　町
長

　多
く
の
皆
様
に
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け

　
　
　
　る
よ
う
努
め
て
い
く

◆
五
戸
総
合
病
院
の
医
師
確
保
は

　町
長

　確
保
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も

　
　
　
　取
組
を
継
続
す
る

かわむら ひろあき

川村　浩昭 議員

質
問 

② 

質
問 

③ 

「
質
問
の
背
景
」

質
問 

① 

質
問 

④ 

質
問 

①

質
問 

②

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

松
坂
病
院
事
務
局
長

質
問 

② 

答 

澤
田
教
育
長

イベント等に活用される
五戸町立公民館

答 

若
宮
町
長

公民館の主な使用料金表（円）

・土曜、休日

17：30～
21：30

13：00～
17：00

左記は全て
１時間あたり

9：00～
12：30

大ホール

14,580 25,920 34,020

・平日

体育センター

※上記以外にも条件に応じた様々な料金設定があります。
　詳細は公民館にてご確認ください。
※上記大ホールは入場無料イベントを行う場合の料金。

２階和室

小ホール

12,960

500

500

1,250

21,060 27,540



三　浦　專治郎 議長
生年月日：昭和22年４月２日（76歳）
担当委員会：経済常任委員会
当選回数：７回

⑮ ごのへ議会だより 第47号 ごのへ議会だより 第47号 ⑭

五戸町議会議員名鑑●13
●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
戸
町
議
会
議
長
を
務
め
る「
三
浦
專
治
郎
」議
員

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
広
報
常
任
委
員
長 

川
﨑
七
洋
）

い
け
な
い
と
思
い
、
こ
の
時

に
農
業
を
始
め
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

Ｑ
　
時
流
を
読
ん
で
の
決
断

だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

　
社
長
か
ら
は「
長
く
や
っ

て
き
た
の
に
辞
め
て
い
い
の

か
？
」と
も
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
に
は
腹
を
決
め

て
い
ま
し
た
。
で
も
土
地
も

機
械
も
な
か
っ
た
の
で
、
苦
労

の
連
続
で
し
た
ね
。
破
綻
寸

前
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し

た
が
、
い
ろ
ん
な
人
の
助
け

を
借
り
て
必
死
で
立
て
直
し

を
し
て
、何
と
か
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
や
は
り
農
業
は
最
初
が

大
変
な
の
で
す
ね
。

　
農
業
は
設
備
投
資
が
か
か

り
ま
す
か
ら
、
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
新
規
就
農

者
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま

す
。
私
の
よ
う
な
後
継
者
が

い
な
い
農
家
の
後
を
継
い
で

く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
苦
労
は
し
な
く
て
も
大

丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業

は
軌
道
に
乗
る
と
面
白
い

Ｑ
　
３
年
間
続
き
ま
し
た

議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

今
回
で
最
終
回
と
な
り

ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
と
報
わ
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
早
速
で
す
が
稼
業
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

專
治
郎
議
長
と
言
え
ば

農
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

な
の
で
す
が
、
ご
家
族

代
々
で
農
業
を
さ
れ
て

お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

Ｑ
　
そ
こ
で
人
を
ま
と
め
る

経
験
を
積
ん
で
こ
ら
れ

た
の
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
農
業
に
挑
戦
す

る
人
に
増
え
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
そ
の
昔
は
農
業
で

稼
ぐ
た
め
に
色
々
な
こ
と
を

し
ま
し
た
。
産
直
の「
ふ
れ

あ
い
市
」を
始
め
た
の
も
そ

の
目
的
で
し
た
。

Ｑ
　「
ふ
れ
あ
い
市
」の
立
ち

上
げ
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
す
か
？

　
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
21

と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
こ
の
副
会
長
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

に
始
め
た
企
画
で
す
。
今
の

ふ
れ
あ
い
市
の
原
型
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
は
関
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
い
る
方

は
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
ね（
笑
）

Ｑ
　
産
直
施
設
は
農
家
に

と
っ
て
大
切
な
の
で
素
晴

ら
し
い
功
績
だ
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
で
き
る
上
市
川

の
産
直
施
設
も
う
ま
く
広

が
っ
て
皆
さ
ん
に
稼
い
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
私
も
色
々

な
夢
を
見
ま
す
け
れ
ど
も
、

稼
ぎ
が
あ
っ
て
初
め
て
見
ら

れ
る
の
が
夢
で
す
か
ら
。

Ｑ
　
我
々
議
員
に
も
通
じ
る

話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
議
員
報
酬
の
話
で
す
ね
。

町
の
方
の
ご
意
見
も
社
会
の

情
勢
も
承
知
し
て
ま
す
か

ら
、
報
酬
を
上
げ
辛
い
状
況

な
の
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
議
員
は
町
の
未
来
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を

考
え
、
実
践
し
て
い
く
責
任

の
大
き
な
職
業
で
す
の
で
、

き
ち
ん
と
し
た
能
力
の
あ
る

人
に
就
い
て
も
ら
い
た
い
。

と
な
れ
ば
や
っ
ぱ
り
報
酬

の
改
定
や
厚
生
年
金
関
係
な

ど
、
能
力
あ
る
方
々
が
議
員

を
志
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
議
員
定
数
が
16
か
ら

14
に
減
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
な
る
と
お
考
え

で
し
ょ
う
か
？

　
次
の
選
挙
は
現
職
に
も

厳
し
い
結
果
に
な
る
で
し
ょ

う
ね
。
新
人
は
も
っ
と
出
辛

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
新
人
の
場
合
は
応
援
の
声

も
自
然
と
多
く
な
る
の
で
、

頑
張
っ
て
出
て
き
て
も
ら

い
た
い
。
そ
も
そ
も
議
員
に

な
ろ
う
と
す
る
の
が
会
社
の

社
長
で
あ
っ
た
り
、
も
と

も
と
名
の
通
っ
た
家
の
人

で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

議
会
に
若
い
人
や
女
性
の
方

な
ど
が
入
っ
て
き
や
す
く
し

た
い
。
五
戸
町
議
会
の
環
境

を
見
直
し
な
が
ら
、
五
戸
町

に
住
み
た
い
人
・
住
み
続
け

た
い
人
を
増
や
し
て
い
け
る

人
材
を
見
出
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　（
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

今
回
で
終
了
で
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。）

議員インタビュー

　
そ
こ
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
大
変
な
経
験
は

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ね
。
そ
の
縫
製
業
も
時
代

が
進
ん
で
、
海
外
へ
の
工
場

移
転
な
ど
が
進
ん
で
国
内
で

成
り
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
独
立
も
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
は
や
っ
て

Ａ 

三
浦
專
治
郎 

議
員 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
こ
れ
は
良
い
企
画
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

Ａ 

三
浦
專
治
郎 

議
員 

　
昔
か
ら
農
業
で
し
た
ね
。

で
も
私
は
農
業
を
や
る
つ
も

り
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
私

が
選
ん
だ
仕
事
は
縫
製
業
で

議員活動に農業に、精力的に取り組んでいます
（午前の公務を終え、トラクターで作業する様子）

お孫さんの七五三をお祝いした時の
ご家族との記念の一枚

し
た
か
ら
。
高
校
を
卒
業
し

五
戸
町
誘
致
企
業
第
一
号
の

縫
製
会
社
に
入
社
、
そ
の
後

関
東
の
縫
製
工
場
に
移
り

企
画
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
を
買
わ
れ
て
㈱
ユ

ニ
バ
ー
ス
社
長
か
ら「
新
設

す
る
八
戸
工
場
に
工
場
長
と

し
て
勤
め
て
ほ
し
い
」と
誘

わ
れ
ま
し
た
。
自
ら
従
業
員

の
面
接
を
し
て
15
人
程
で

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

私
の
退
職
ま
で
に
１
０
０
人

以
上
の
規
模
に
ま
で
大
き
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ａ 

三
浦
專
治
郎 
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員 
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五戸町議会議員名鑑●13
●
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
町
民
の
皆
様
に
議
会
議
員
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
毎
号
１
人
ず
つ
議
会
議
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
五
戸
町
議
会
議
長
を
務
め
る「
三
浦
專
治
郎
」議
員

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
広
報
常
任
委
員
長 

川
﨑
七
洋
）

い
け
な
い
と
思
い
、
こ
の
時

に
農
業
を
始
め
る
こ
と
に
し

た
の
で
す
。

Ｑ
　
時
流
を
読
ん
で
の
決
断

だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

　
社
長
か
ら
は「
長
く
や
っ

て
き
た
の
に
辞
め
て
い
い
の

か
？
」と
も
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
時
に
は
腹
を
決
め

て
い
ま
し
た
。
で
も
土
地
も

機
械
も
な
か
っ
た
の
で
、
苦
労

の
連
続
で
し
た
ね
。
破
綻
寸

前
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し

た
が
、
い
ろ
ん
な
人
の
助
け

を
借
り
て
必
死
で
立
て
直
し

を
し
て
、何
と
か
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
や
は
り
農
業
は
最
初
が

大
変
な
の
で
す
ね
。

　
農
業
は
設
備
投
資
が
か
か

り
ま
す
か
ら
、
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
始
め
る
新
規
就
農

者
は
大
変
な
苦
労
が
あ
り
ま

す
。
私
の
よ
う
な
後
継
者
が

い
な
い
農
家
の
後
を
継
い
で

く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ

う
な
苦
労
は
し
な
く
て
も
大

丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業

は
軌
道
に
乗
る
と
面
白
い

Ｑ
　
３
年
間
続
き
ま
し
た

議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も

今
回
で
最
終
回
と
な
り

ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け

ま
す
と
報
わ
れ
ま
す
。

こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
早
速
で
す
が
稼
業
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

專
治
郎
議
長
と
言
え
ば

農
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

な
の
で
す
が
、
ご
家
族

代
々
で
農
業
を
さ
れ
て

お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

Ｑ
　
そ
こ
で
人
を
ま
と
め
る

経
験
を
積
ん
で
こ
ら
れ

た
の
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
農
業
に
挑
戦
す

る
人
に
増
え
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
そ
の
昔
は
農
業
で

稼
ぐ
た
め
に
色
々
な
こ
と
を

し
ま
し
た
。
産
直
の「
ふ
れ

あ
い
市
」を
始
め
た
の
も
そ

の
目
的
で
し
た
。

Ｑ
　「
ふ
れ
あ
い
市
」の
立
ち

上
げ
に
関
わ
っ
て
い
た
の

で
す
か
？

　
ア
グ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
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と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
こ
の
副
会
長
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

に
始
め
た
企
画
で
す
。
今
の

ふ
れ
あ
い
市
の
原
型
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
は
関
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
い
る
方

は
覚
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
ね（
笑
）

Ｑ
　
産
直
施
設
は
農
家
に

と
っ
て
大
切
な
の
で
素
晴

ら
し
い
功
績
だ
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
で
き
る
上
市
川

の
産
直
施
設
も
う
ま
く
広

が
っ
て
皆
さ
ん
に
稼
い
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
私
も
色
々

な
夢
を
見
ま
す
け
れ
ど
も
、

稼
ぎ
が
あ
っ
て
初
め
て
見
ら

れ
る
の
が
夢
で
す
か
ら
。

Ｑ
　
我
々
議
員
に
も
通
じ
る

話
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
議
員
報
酬
の
話
で
す
ね
。

町
の
方
の
ご
意
見
も
社
会
の

情
勢
も
承
知
し
て
ま
す
か

ら
、
報
酬
を
上
げ
辛
い
状
況

な
の
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
議
員
は
町
の
未
来
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を

考
え
、
実
践
し
て
い
く
責
任

の
大
き
な
職
業
で
す
の
で
、

き
ち
ん
と
し
た
能
力
の
あ
る

人
に
就
い
て
も
ら
い
た
い
。

と
な
れ
ば
や
っ
ぱ
り
報
酬

の
改
定
や
厚
生
年
金
関
係
な

ど
、
能
力
あ
る
方
々
が
議
員

を
志
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
議
員
定
数
が
16
か
ら

14
に
減
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
な
る
と
お
考
え

で
し
ょ
う
か
？

　
次
の
選
挙
は
現
職
に
も

厳
し
い
結
果
に
な
る
で
し
ょ

う
ね
。
新
人
は
も
っ
と
出
辛

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
新
人
の
場
合
は
応
援
の
声

も
自
然
と
多
く
な
る
の
で
、

頑
張
っ
て
出
て
き
て
も
ら

い
た
い
。
そ
も
そ
も
議
員
に

な
ろ
う
と
す
る
の
が
会
社
の

社
長
で
あ
っ
た
り
、
も
と

も
と
名
の
通
っ
た
家
の
人

で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

議
会
に
若
い
人
や
女
性
の
方

な
ど
が
入
っ
て
き
や
す
く
し

た
い
。
五
戸
町
議
会
の
環
境

を
見
直
し
な
が
ら
、
五
戸
町

に
住
み
た
い
人
・
住
み
続
け

た
い
人
を
増
や
し
て
い
け
る

人
材
を
見
出
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　（
議
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

今
回
で
終
了
で
す
。
ご
愛

読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。）

議員インタビュー

　
そ
こ
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
大
変
な
経
験
は

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ね
。
そ
の
縫
製
業
も
時
代

が
進
ん
で
、
海
外
へ
の
工
場

移
転
な
ど
が
進
ん
で
国
内
で

成
り
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
独
立
も
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
は
や
っ
て

Ａ 

三
浦
專
治
郎 

議
員 

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
こ
れ
は
良
い
企
画
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

Ａ 

三
浦
專
治
郎 

議
員 

　
昔
か
ら
農
業
で
し
た
ね
。

で
も
私
は
農
業
を
や
る
つ
も

り
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
私

が
選
ん
だ
仕
事
は
縫
製
業
で

議員活動に農業に、精力的に取り組んでいます
（午前の公務を終え、トラクターで作業する様子）

お孫さんの七五三をお祝いした時の
ご家族との記念の一枚

し
た
か
ら
。
高
校
を
卒
業
し

五
戸
町
誘
致
企
業
第
一
号
の

縫
製
会
社
に
入
社
、
そ
の
後

関
東
の
縫
製
工
場
に
移
り

企
画
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
を
買
わ
れ
て
㈱
ユ

ニ
バ
ー
ス
社
長
か
ら「
新
設

す
る
八
戸
工
場
に
工
場
長
と

し
て
勤
め
て
ほ
し
い
」と
誘

わ
れ
ま
し
た
。
自
ら
従
業
員

の
面
接
を
し
て
15
人
程
で

運
転
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

私
の
退
職
ま
で
に
１
０
０
人

以
上
の
規
模
に
ま
で
大
き
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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委
員
長

　川

　﨑

　七

　洋

副
委
員
長

　豊

　田

　孝

　夫

委

　
　員

　和

　田

　智

　也

委

　
　員

　柏

　田

　匡

　智

委

　
　員

　鈴

　木

　隆

　也

委

　
　員

　大
久
保

　和

　夫

発
行
責
任
者

議

長

　三

　浦

　專
治
郎

令
和
５
年
４
月
28
日
発
行

　皆
さ
ん
は「
タ
イ
料
理

　ア
ビ
」

を
ご
存
知
で
す
か
？
店
主
の
ア
ビ

さ
ん
は
私
の
住
む
上
市
川
地
区
に

タ
イ
王
国
か
ら
嫁
が
れ
、
家
事
・

育
児
の
か
た
わ
ら
、
タ
イ
料
理
を

提
供
す
る
お
店
を
営
ん
だ
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
た
り
す
る
、

と
て
も
気
さ
く
で
パ
ワ
フ
ル
な
方

で
す
。

　そ
ん
な
彼
女
の
子
ど
も
で
あ
る

下
村
あ
さ
恵
さ
ん（
29
）が「
生
ま

れ
育
っ
た
五
戸
町
を
元
気
に
し
た

い
」と
の
一
念
か
ら
一
人
で
立
ち

上
が
り
、
そ
の
想
い
に
共
鳴
し
た

多
く
の
方
々
と
共
に
４
月
29
、
30

日
、
小
渡
平
公
園
に
お
い
て「
ご
の

へ
ｄ
ｅ
春
ま
つ
り
」と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
、
社
会
情

勢
は
混
沌
と
し
、
未
来
を
見
通
す

こ
と
が
難
し
い
と
き
か
も
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６月定例会は６月15日開会予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まり次第「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

議員と意見交換を
しませんか？

五戸町議会では、町内で活動をしている団体やグループから、

まちづくりの課題などについてご意見・ご要望を伺う場の企画を行います。

◆テ ー マ：五戸町に関するものであれば自由です。（生活、医療、教育、産業、などなど）

◆開催方法：ご希望の会場に議員がお伺いする、議会が会場を設ける、など対応いたします。

※テーマや開催方法等の詳細につきましては、お申し込みの際に代表の方とご相談させていただきます。
※代表の方とのご相談の結果、開催できない場合もございますので、あらかじめご了承ください。
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問い合わせ・お申し込み 五戸町議会事務局 電　話：０１７８－６２－２１１１（代表）
メール：gikai@town.gonohe.aomori.jp

希望される団体またはグループの皆さまからの申し込みをお待ちしています。

お 知 ら せ
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